
東京農業大学生物産業学部と福島町との包括連携協定調印式会議録 
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開会（午後 2 時 30 分） 

 

（司会者） 

 まず始めに、横濱学部長にお願いい

たします。 

 

（横濱学部長） 

 みなさん、こんにちは。ただいま、

福島町で本学部の、包括連携協定締結

を結ぶことができました。 

 村田町長を始め、町の関係者のみな

さんに色々ご支援を、いただきまして

今日もここに来ました。御礼申し上げ

ます。ありがとうございました。 

 うちの大学は、今日は榎本先生もお

られますけど、明治２４年にできまし

て、今年で１１９年目に入っておりま

す。 

建学の誠心は、人物は畑に返すとい

うことから、スタートしております。 

教育の理念は、実学指針です。こう 

 

 

 

 

 

 

いう２つの理念を掲げまして、１１９ 

年間やってまいりました。 

本学部は、平成元年に今の網走市に

開学いたしまして、農大は農業大学で

すので、農業を基本とした教育研究を

してきましたけど、世田谷とか厚木の

もキャンパスがありますけど、なかな

か地域的に、発展しすぎた点もありま

して、やはり従来の食料支給や生産と

いうことを、考えると環境的にはあま

りいい条件ではありません。 

そういう意味で、北海道の中でも食

糧生産基地として、また日本の食糧生

産基地として、高大な資源を持ってい

る 地区、オホーツク圏ですけど、そ

こに開学させていただきました。 

うちの学部は、生物生産学科。先ほ

ど、榎本先生からも紹介ありましたけ

ど、生物生産学科。 

それから、アクアバイオ学科。今日

はセンター長、学科長のみですけど、

ここは平成１８年に、独立させまして

生産学科の分野にアクア系の分野が、
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１つあったのですが、そこは学科まで

昇格させまして、ちょうど今年で５年

目に入りました。 

それと、食品香粧学科。今日は、永

島先生がおいでですけど、ここは食品

化学科としてスタートしましたけど、

今年の４月から、食品の中に香料、香

粧という、香りの化粧と言うのですが、

食品と香りを、合体して更に付加価値

をつける、食品加工分野を中心とした

学科であります。 

もう１つは、産業系学科。これはビ

ジネスです。そういうことで生産加工

ビジネスと１つの、ただ生産するだけ

の生産物を売るということではなく

て、これから農業、また１次産業とい

うのは、生産者自らも加工をして付加

価値をつけて、当然それを自らビジネ

ス化するという一体となった考えじ

ゃないと、なかなか位置づけできない

だろうということで、平成元年からそ

ういう理念のもとで、学部の教育をし

ております。 

そういう意味では、まさしく地域の

誯題を出し、誯題を解決していこうと

いうのが、その中で教育研究、学生を

教育していこうというのが、学部の考

え方であります。 

そういうことで、この福島町と今後

今の包括の中では、まずは人材育成と

いうのが１つの大きな誯題でありま

すので、今まで２２年間やってきたこ

とを基盤にして、付託に答えていきた

いと思っております。 

ここは、水産物を中心とした取り組

みも、昆布の養殖とかそういう先進的

な部分もあります。そういうことでは

あまり北海道でも養殖昆布というの

は、やっておりませんので、何かまた

新たな方向でその付加価値をつける

ようなことを、今後検討させていただ

きたいと思います。 

色々誯題が出てくることと思いま

す。これは、関係者同士で協議してそ

の都度、対応していきたいということ

です。 

そういうことで、とにかくまず人材

を育てるということで、町の将来中核

なる人を、本学の方にぜひ送ってもら

えれば、町と一緒になって育てて生き

たいというふうに考えております。 

これから、色々みなさんにもご協力

いただくことあると思いますけども、

どうぞよろしくお願いします。 

今日はどうもありがとうございま

した。 

 

（司会者） 

 ありがとうございました。 

続きまして村田町長にお願いいたし

ます。 

 

（町長） 

 みなさん、どうもこんにちは。多く

の皆さんの立会いというか、特にＪＲ

北海道の小池会長さん、また朝日新聞

の高成田さん。お二人に立会していた

だいた中で、東京農業大学の方と福島

町との包括的な連携協定が無事待つ

ことができました。 

 本当にありがとうございました。 

色々、先ほどご祝辞の中で榎本先生の

方からのお話、そしてまた横濱学部長

からの、今後の取り組み等についての

お話がありましたけど、私どもはとい

うより、私自身はやはり、東京農業大

学の持っているものを福島町の人材

育成、福島町の産業振興あるいは、ま

ちづくりの中に学部長を先頭に、各先

生方の頭脳なり知恵を、福島町の方に
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利用したいというような考え方でお

ります。 

 昨年、オホーツクのキャンパスを拝

見させていただきました。そして、今

年の５月２９日には、役場で黒瀧教授

の講演もされました。 

 出席された方においては、東京農業

大学の姿勢なり、取り組みがある程度

ご理解されたと思いますが、いよいよ

今日をもって、今後は具体的な取り組

みをしてまいりたいと思います。 

 それと合わせて、先ほどお話ありま

した通り、永島先生においては、加工

とかそういう分野がもっとも徔意と

するところでもございます。 

 町内の加工屋さん等については、や

はりこれから非常に力強い、みなさん

方の声を聞いていただけると思いま

す。 

 合わせて、塩本先生は北大水産学部

ということで、函館の生活があったの

ですが、先ほど聞きましたら、どうし

ても福島、松前の方に来る機会は尐な

かったと言っておりました。 

 ですから今度は、今まで以上にこと

らの方に足を向けていただきたいな

と思っております。 

 そういうことで、福島町は誯題が

色々多いわけですが、まずこれから本

格的な連携の中で、やはり福島町と連

携してよかったと、そういう方向性を

満たすような取り組みを、是非進めて

まいりたいと思いますので、どうぞ一

つ、みなさん方におかれましても、持

っている考え方、ヒントがありました

ら、遠慮なく出していただきたいと思

います。 

 先ほど、深い絆で結ばれました。是

非遠慮なくそのような取り組みをし

ていければ、今日の調印は非常に有意

義であり、今後生かされるのではない

のかなと、そのように思ってございま

す。 

 また議会の方からも、議長ならびに

副議長が立会していただくとともに、

多くの議員さん方も、この会場には参

加されてございます。 

 どうぞ一つ、今後ともよろしくお願

い申し上げながら、とりとめないご挨

拶になりましたけれども、まず東京農

業大学と福島町が、固い絆でただいま

締結をしたということを、あらためて

感謝とお礼に代えさせていただきま

す。ありがとうございました。 

 

（司会者） 

 ありがとうございました。 

続きまして、丁子谷教育長お願いいた

します。 

 

（教育長） 

 まずは、本日の協定締結にいたるま

で、ご準備いただきました関係者のみ

なさまに、心から感謝を申し上げたい

と思います。 

 この度の、締結にあたり教育委員会

としましては、町内でも児童、生徒数

が減尐していく中で、今後の義務教育

分野における支援は、もちろんですけ

れども、これ道立高校ではありますが、

福島商業高校という高校を抱えてお

りまして、そこの生徒さんが学業の選

択肢をさらに、広げていくことも合わ

せて、この度の教育支援が学校の新た

な分野の展開につながるという部分

を、期待しております。 

 いずれにしても、先ほど学部長さん

から、人材育成に支援という力強いお

言葉も、いただきましたのでそれを支

えに、これから連携を強めていければ
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というふうに考えております。 

本当にこの度は、ありがとうござい

ました。 

 

（司会者） 

 ありがとうございます。以上を持ち

まして、東京農業大学生物産業学部と

北海道福島町との包括連携協定、調印

式を終了いたします。ありがとうござ

いました。 

 なお、このあと休憩をはさんで協定

締結を記念した、まちづくりフォーラ

ムを行いますので、引き続きご参加く

ださるようお願いいたします。 

 準備が整うまで、５分ほどお待ちく

ださい。１４時３０分からスタートの

予定をしております。よろしくお願い

いたします。 

 

（休憩） 

 

（司会者） 

 東京農業大学生物産業学部と北海

道福島町との包括連携協定締結記念

まちづくりフォーラムを開催いたし

ます。 

 開催にあたりまして、主催者を代表

いたしまして、福島町長、村田駿より

ご挨拶を申し上げます。 

 

（町長） 

 それでは、改めましてご挨拶を申し

上げます。先ほど２時から、みなさん

方の立会いのもと東京農大と福島町

との包括的な協定を結ぶことができ

ました。 

 いよいよ、先ほども申し上げました

とおり、今日から福島町のまちづくり、

そして産業振興活性人材育成等につ

いて、これから具体的に町として取り

組むわけでございます。 

 それまで、前段として横濱学部長か

ら色々このあと、ご講演あるわけでご

ざいますが、見ますとエミュー。 

みなさん方は始めて見る方がほと

んどでないのかなと思います。 

 非常に、かわいい鳥です。私自身こ

のエミューには、惚れてしまいました。 

本当は、もう尐し時間的な余裕があ

れば、やはり福島町に人を呼ぶために、

つないでお願いしたいなという意向

は、実は持っています。 

 ただやはり、この場所と関係する関

係者等のこれから、つまなきゃない事

があるものですから、まだこのことに

ついては学部長の方には、強くは申し

入れておりませんけども、やはり強い

絆で結ばれた福島町でございますの

で、頭を下げると、いやだなとそうい

うことはないものだと、私は確信して

ございますが、いずれにしても、今エ

ミュー、やはりダチョウは多くの方が

知っていると思いますが、エミューは

初めてです。 

 食べましたら、刺身やまぐろよりお

いしかったです。それは、間違いござ

いません。 

 ですから、非常にそういう面ではや

はり、卵の数等で難しさはあるのです

が、将来的には隠れた大きな素材の１

つになると思ってございます。 

 今日は是非、このあと学部長の講演

を聞きながら、そのあと具体的な福島

町の活性化についてのコーディネー

ターまた多くの方々の協力を徔て、こ

の場でみなさん方も、時によっては意

見を聞いたり、発言をしていただいた

り、色々なことがあると思いますので、

どうぞ一つ今日は、これからの福島町

を今一度どう考えるかと、そのような
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場にしていただければ非常に、ありが

たいと思っておりますので、どうぞ今

日出席されているみなさん方におか

れましては、ご協力のほどお願い申し

上げながら、私のご挨拶に代えさせて

いただきます。 

 それと、今日夜にかがり火コンサー

トがございます。そのパンフレットに

は、すでに先ほど祝辞をいただきまし

た榎本先生のジャズシンガーとして、

今日福島の地で、お披露目することに

なってございます。多分これは北海道

で最初でないのかなと、私はそのよう

に思ってございます。期待していただ

ければと思います。そのようなことも

申し上げながら、ご挨拶にかえさせて

いただきます。どうぞ、よろしくお願

いいたします。 

 

（司会者） 

 ありがとうございました。それでは

さっそく、第１部の基調講演に入りた

いと思います。本日の基調講演は、エ

ミュービジネスを中心とした地域活

性化と題して、東京農業大学生物産業

学部の学部長であります、横濱道成教

授にご講演をいただくこととしてお

ります。 

 横濱教授のご経歴に関しましては、

次第に掲載をいたしておりますが、簡

単にご紹介をさせていただきます。 

 先生は、昭和４７年に東京農業大学

農学部をご卒業されております。昭和

６３年には、チリ国アウストラル大学

の客員教授になられ、平成２０年から

生物産業学部長となり、現在にいたっ

ております。 

 それでは、先生。よろしくお願いい

たします。 

 

（横濱教授） 

 よろしくお願いいたします。 

 まずエミューという動物は、みなさ

んあまり知らないと思いますけど、こ

れを通して、網走で１つのビジネスを

立ち上げようとしております。 

 福島町は、当然エミューはいません

ので全く今のところは、関係ないので

すが、１つの取り組み例として、参考

にしていただければと思います。 

 通常は、こういう加工とかビジネス

化するためには、生産基盤というのが

明確になっている場合が多いです。 

 例えば、牛にしても豚にしてもニワ

トリにしても、生産はきっちりしてい

て、それに対して今までの加工よりも

さらに付加価値をつけるためには、ど

うしたらいいかという取り組みが多

いですが、エミューの場合は、まさし

くそれはないです。 

 ですから、我々もまず生産基盤を作

ってから次という時間の余裕もあり

ませんので、同時進行です。生産、加

工、ビジネス。 

 同時進行をしております。ですから、

あまりまだ生産頭数というのは、多く

ないのですが、それを一つの三位一体

を、同時進行で今取り組んでおります。 

 私は、生産部門というふうな、生産

とか飼育の担当ということで、今行っ

ております。 

 大学との関わりですが、先ほども紹

介させていただきましたけど、うちの

学部は、生物生産学科、アクアバイオ

学科、食品香粧学科、産業系学科、４

コースありますけど、教育理念と生産

加工ビジネスです。 

 ここは、商業高校がありますけど、

農大とはもちろん農業の大学ですけ

ど、産業系は一般商業も含めた産業系
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ということもやっておりますので、そ

ういう意味では、ここで将来は農業、

水産業だけではなくて、いろんな意味

での人材育成はここでも可能です。 

 そういうことで、これは我々実践を

まずしたいということで一つの試み

で、これを行っております。 

 その一つとして、株式会社東京農大

バイオインダストリーという会社を

作りました。１千万の資本金で。 

まず生産です。エミューの生産農家

を増やしましょうということで、生産

部門は非常に後でも出てきますけど、

卵が限られているということもあり

まして、なかなか頭数を増やすのは難

しいですが、現在は２件の農家が今年

からスタートして、７５羽ずつ農家の

はいます。 

そのもとになるのは、ある施設があ

りまして、そこで今年は５００羽です。

生産農家に入ります。それの生産物は、

卵、肉、エミューオイルというのがあ

るのですが、これをこの会社が買い取

ります。 

その原材料を、色々な加工場がある

わけですけど、もちろん整理とか色々

なことは大学等で研究しますけど、既

存のものにお願いするということで、

加工をしたり、製品化していきます。 

それをまた、集めます。そして販売

していくと。この循環をバイオインダ

ストリーが中心で、大学の先生だけじ

ゃなくて民間の資本もいれまして、経

営をしております。 

私は、この生産部門を任されまして

それの研究をやっているということ

です。 

これが、その会社ですが網走市内の

エミューショップという中に、ナマグ

ラプレナム全国版に有名になりまし

を生産するように、卵をまわしている

ものですから、加工用卵が足りないで

す。非常に制限された出荷しかありま

せんけど、だいたい年間５～６万個く

らいは売れます。 

そのほかに、石鹸とかエミューオイ

ルを使った色々な化粧品とか、そうい

ったサプリメントです。オイル自体を

摂取するという製品もあります。 

現在は、３千万くらいの売り上げが

昨年ありましたけど、１億円とりあえ

ず目指して頑張ろうというふうに思

っております。 

現在は、大学とかでつくった会社は

赤字になるのですが、従業員もいまし

て今のところは赤字ではありません。

ただ黒字といっても、役員に配当する

までの黒字ではないですが、赤は出し

ていないということでやっておりま

す。 

これ今東京でやっている、世田谷に

あります食と農の卙物館で今エミュ

ー店をやっておりまして、そういう意

味ではうちの場合、東京の方にもキャ

ンパスがありますので、そういう施設

を有効に活用しています。 

それから、生協です。ここへも、黒

瀧先生が色々開発したものも含めて、

そこで販売しています。結構売れてい

る製品もあるのですが、そういうこと

で、全国的に網走での取り組みも宣伝

しているということです。 

これは９月までやっておりまして、

エミューをもう尐し普及をしたいと

いうことで、展示をしているところで

す。 

まず、エミューはなぜ新規家畜とし

て期待されるのかということですが、

私は色々意見があるのですが、これは

オーストラリア原産のですから、この
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アボリジニーという原住民の人が、乾

燥地帯に住んでいるのですが、ずっと

ケガをした場合、それから皮膚が乾燥

した場合、栄養としてエミューのオイ

ルを使ってきたというのも、オースト

ラリア人から教わりまして、産業誯始

めたのが、スタートです。 

ですから、私もエミューオイルを中

心に製品化をしたい。そうすると、今

までオイルを中心にして、生産物をし

ている家畜というのはそれほどない

です。多分、副産物ではやっています

が、オイルを中心とした家畜はいない

ということで、そこにサービス化がで

きていくと思います。 

これは、色々なアートですが、こう

いうふうに頭も足もないエミューも

いますので、昔から食料として、また

色々な生活必需品として使ってきた

ということです。 

今は現在の主要な家畜ですが、こう

いう家畜から新規の家畜を、今はエミ

ュー、ダチョウ、エゾシカ、うちでも

エゾシカもやっておりますけど、その

中で多様な生産物を確保するという

ことが、一つの目的でもありますけど、

こういう家畜と差別化していかなき

ゃいけないということです。 

これが、広報の家畜ですがエミュー

は先ほど言ったオイルで差別化して

いきたいということです。 

それから、鹿とかこういうふうなも

のは、肉とか生産品ありますけど、例

えばダチョウとかは大変、凶暴で飼育

しにくいのですが、今は例えば人間の、

こうげんを打って、卵に抗体を濃縮さ

せてそこから抗体を回収するという

やり方もしていますけど、色々工夫し

て新規の家畜を何とか入らせていき

たいということです。 

先ほど出した家畜とは、病気とかそ

ういうふうなものがあるわけです。そ

の点で、エミューというのは特に口蹄

疫、最近まで宮崎で流行っていました

よね。ＢＳＥとかこういうふうな病気

に非常に隔離する。当然かかりません。 

差別化のために、オイルが今までに

ない新規の生産物です。それから、肉

とか卵です。このあとで説明しますけ

ど、調べたところ非常に特製のある今

までにないような成分を持っている

ということです。 

あとは、非常に設備投資がいらない

です。網走の冬でも外で飼育できます。

そういうことで、オーストラリアの動

物ですけど、適用能力が非常に高いと

いうことです。 

集団飼育ができる、人工繁殖も一応

可能になってきたということで、家畜

に向けて、仮想化しているということ

です。 

ちょっとその背景ですが、だいたい

今エミューは、オーストラリアで８０

００万年前からいると言われており

ます。今のように、地球上の大陸が分

かれる前、温暖な大陸ですがこの時代

からの鳥です。 

ですから、非常に古い鳥です。そう

いう意味で今の鶏とかそういう鳥と

は、だいぶ離れているわけですが、そ

ういうことから色々な意味で、特徴の

ある鳥ということになります。 

これは、その仲間です。エミューと

いう走鳥類といいますが、これは恐竜

くらい。それから、モアというニュー

ジーランドでつい最近までいた鳥で

す。こういうのも、仲間としてかつて

いたわけです。 

現在、エレファントの卵はマダガス

カルで取れるわけですけど、なぜこう
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いうのが絶滅したかというと、卵を人

間が獲って食べたために、自然消滅し

たというふうに、人間が関わっている

ということです。 

これが、絶滅したエレファント、先

ほどのバークモアですけど、現存して

いるのは、ダチョウです。だいたい体

重は１００キロ近くになりますけど、

卵は１００４キロ、エミューですけど

だいたい５０キロ近くの体重になり

ますけど、卵はニワトリの１０個分で

す。だいたい６００グラムぐらいが頂

点としてあります。 

あと、リアーとかキューイとかあり

ますが、エミューの特徴としては卵が

１０個分相当になるということです。 

これ先ほどの地球の変遷とともに、

もともとは南の方にいたものですか

ら、すべて現存するものもアフリカ、

南米、オーストラリア、ニュージーラ

ンド、ニューギニア全て南半球の方に

いる鳥ということになります。 

その中で西の方ですね。そっちの方

に多くいた鳥です。 

オーストラリアは、現在エミューと

いっても３種類くらい、家畜化になっ

てから結構あるものですから、３種類。

これはブラックタイプ、ここが黒いと

いうことで、ブラックタイプ。 

それからゴールドタイプ、全体が金

色っぽいということで、ゴールドタイ

プ。全体が白っぽいホワイトタイプ。 

我々が飼育しているのは、この系統

です。たまに、こういうのも出てきま

すけど、私の考えとしては、これに突

破していきたいと思っております。 

エミューの生物学、これはもういい

ですね。意外にダチョウ学という人も

いますけど、一家一族です。 

オーストラリアにも、野生のエミュ

ーがいるのですが、こういうパイプラ

インがあったり、リゾートができたり

して、野生のエミューは人間に邪魔さ

れています。 

こういうところに、だいたいエミュ

ーというのは野生でいますが、ちょっ

と乾燥地帯でもありますよね。だいた

い１０００キロくらいも移動すると

言われております。雤が降ると、その

辺に繁殖して花が咲きます。それを餌

としていますので、非常に５００キロ、

４００キロ、平気で移動していくとい

うことです。 

ですから、こういう障害があると、

野生のエミューにとっては、非常に住

みにくい環境が、オーストラリアにな

っているということが、今のオースト

ラリアの現状です。 

特徴ですが、まず１つはだいたい頭

は１メートル近くあります。体長がだ

いたい８０センチくらいです。体重は

先ほど言った５０キロ。ただ、家畜と

しての目標は、７０キロぐらいにした

いというのが１つの目標です。羽は、

ほとんどありません。１５センチくら

いです。 

ダチョウは結構大きいです。飛べま

せんけど。その辺はだいぶ違ってきま

す。寿命はだいたい１０歳です。 

我々が飼育したのは１８歳まで生

きております。ですから、２０年とい

うのはだいたい飼育では、このぐらい

まで飼育できるのではないかという

ことです。 

体温がだいたい３８度です。速度が

非常に速くて、５０キロでもトップス

ピードで走ることができます。それは、

先ほど言ったように、雤雲を見つけて

そっちの方に移動する。そして、そこ

の植物を餌とするということで、食選
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は、雑食です。花でも食べます。その

辺にある草は、何でも食べます。それ

から、昆虫です。昆虫とか色々なもの

を食べます。この辺は、飼育する場合

非常に有利だということになります。 

我々も今は、野菜とかを買ってきて

餌としてまぜてあげたりしています。 

卵は先ほど言った１０個分です。野

生では、だいたい１０個前後の卵を産

むといいますが、だいたい２０個、季

節繁殖で、日本でいうと、だいたい１

２月から３月くらいの間というのが、

卵を産む時期です。ですから、網走は

非常に真冬の時です。 

将来は５０個以上、産ませるように

したいというふうには考えています

が、そこまでのレベルまで、まだいっ

ていない。なるべく、この持っている

能力をいかに多く確実に出すかとい

うそういう技術の方に力を入れてい

ます。 

性成熟が以外に早くて、だいたい２

年目の冬には、卵を産んでいます。成

長が早いということです。 

それから、メスの方がオスの方より

尐し大型です。これも特徴ですが、抱

卵はオスが卵を温めます。メスは産む

と、次のオスのほうにいって、オスは

次のメスがきたらそこでまた産ませ

て、それをふ化する。それ間だいたい

５０日かかりますので、体重が２０％

くらい減尐します。その減尐は筋肉が

入りませんので、その間飲まず食わず

で、暖めてひよこに孵すということで

すから、そのオイルは、たいしゃを、

維持するために非常に有効な成分が

入っていると思っております。 

もう一つの特徴は、この羽に特徴が

ありまして、ここの軸が１つですけど、

必ず２本羽が生えます。オーストラリ

アも日中暖かいです。夜になると非常

に冷え込む場所ですので、暖かい時は、

羽をたてますと１本の方が、風通しが

いいですから、体温調整がうまくいき

ます。ただ夜になると寒くなりますの

で、寝せると２本分の効果があります。

そういう非常に進化の過程で優れた

対応の仕方も。ですから、網走でも冬

でも十分飼育できる、野外で飼育でき

るというのが、そういうことだと考え

ています。 

これが、私が取り組んでいる事例で

す。冬このような感じで飼育は可能で

す。今、モンゴルでも飼育しておりま

して、モンゴルはもっと寒いですね。

マイナス３０℃くらいですから。 

モンゴルの場合、おもしろくて朝は

放牧をして、朝は畜舎の方に帰ってく

るそうです。というのは、畜舎にはお

いしい餌がありますので、畜舎の方に

必ず帰ってくるということです。 

そこでは、ねずみとか食べるそうで

す。 

あとは、こういう草は雑食ですので、

そこら辺の雑草を何でも食べます。 

ですから、緑の草がすぐなくなって

しまうくらい、よく草を食べます。 

まず、家畜化をぬけて我々はまず非

常に悩んでおります。外見を見てオス

とメスわからないのです。 

ですから、いかにオスとメスを見分

けるかということが誯題でした。それ

はもうすでに、解決しましたが今のや

り方は、ニワトリと同じです。 

ニワトリの場合と同じ、そうはいせ

つふうといって、オスの場合はこうい

う突起が出てきますので、そこを生殖

リュウキといいますが、そこをみて、

これでふ化して１ヶ月とかその段階

で、オスメスは診断できますけど、な
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かなか技術がいて、１００％どうかと

いうとちょっと疑問が残ります。１０

０％やるためには、羽のＤＮＡをとっ

てきてＤＮＡ診断をします。 

そうすると、メスは３本のバンドが

できます。オスは１本です。 

人間と違って、オスのほうがホモで

す。人間はＸＸで女性がホモですよね。

男性はＸＹでこういう状態ですけど、

そこが逆転しておりまして、これで１

００％診断できます。これは３ヶ月く

らいで診断可能で、もし絶対的にオス

とメスが必要だという場合は、これで

診断して出荷するという形にしてい

るわけです。これはまず解決しました。 

次に、有精卵か無精卵かの診断です

が、非常に難しかったです。それは、

なぜかというと、卵に色がついていま

すから、ニワトリは白ですよね。電球

と灯火すると肺があるかないかで、わ

かりますけど、これはそういきません。 

灯火できないということで、こうい

う装置を使って、赤外線ランプで投下

してモニターで見ると、だいたい７日

で上がちょっと黒っぽくなってきま

す。それが有精卵です。無精卵は全く

変わりません。だんだんと眼球がでて

きたり、血管が出てきたり、そして最

後には真っ黒になります。 

我々は、ここの段階で、１週間で診

断してふ化機は、なかなか高価なもの

ですから、沢山買えませんので、もし

これで無精卵の場合は、卵を排除しま

して、新たな卵を入れてふ化の方に、

まわしていくというような、やり方で

今やっております。 

これも１週間あれば診断可能で、こ

れは必ずチェックしているところで

す。 

それから、卵をふ化させる場合の条

件です。全部卵を使っていいのかとい

うのは、疑問でして色々調べましたら

だいたい６００グラムくらいが平均

だったものですから、これよりも軽い

ものを調べたら、重いものは非常に体

重が軽い卵より、当然ですけど早く成

長してくれるということで、今我々は

６００グラム以下の卵は食用にまわ

して、６００グラム以上の卵は、ふ化

用にまわすと、そのように割り切って

区別してやっています。 

これも効率的に、ひよこも大きなひ

よこを育てるというのは非常に、重要

なポイントでした。これもすでに確立

して応用されています。 

もう一つは、ペアニングだったので

すが、卵をいかに多く産ませるかとい

うことです。だから、２０個なら確実

に２０個産ませなきゃいけないとい

うことです。それをやるために、ペア

ニング試験を行いました。ここに書い

ていますが、オーストラリアでは２月

か６月の夏から秋にかけてやります。 

北米でも、だいたい１０月から５月

くらいで、我が北海道では今年から、

１１月から産める様になってきまし

た。だいたい１１月から５月です。こ

れは幅広がりました。飼育の条件もよ

くなったからかなと思いますが。 

それで、この間にだいたい７個から

１２個程度と言われていますが、２０

個以上産ませるように、とりあえずは

しようということで、ペアニングとい

うことを考えています。 

これは何かといったら、地方現地再

生推進調査委託事業ということで、お

金をもらいまして、２年間調査をしま

した。 

鳥の場合、特徴がありまして相性が

あって長くペアニングしていたもの
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が急に離婚したと載っていまして、熟

年離婚ですよね。その原因については、

色々考えられますが、ここでいくと

生々しくなるものですから、言えない

のですが、ちょっと驚いた現象です。 

ただそういう意味では、相性という

のは鳥の場合は、人間ももちろんそう

ですけど、重要じゃないかなというこ

とで、こういう新聞等を見てやってい

ることの裏づけというのが納徔でき

たような感じがしています。 

これが、産卵に及ぶペアニング効果

の実験ということで、オスとメスを１

対１で屋内と屋外で実験しました。 

オスとメス、２対２の組み合わせ。

それから、４対４の組み合わせ。これ、

集団で６０％、７０％、１００％そう

いう集団です。実際にやるなら、こっ

ちの方が楽です。施設費かかりません

から。集団で買えばいいわけですから。 

内閣から、沢山お金もらったのでこ

ういうような、それぞれスペースを造

りまして、ペアニング試験をうけまし

た。 

これは、エミューの交尾ですが普通

鳥は、ちょこちょこ乗って終わりです

が、エミューの方は長時間かけてきっ

ちり足でメスを、押えまして交尾をし

ます。その辺もちょっと、哺乳類に近

いような交尾の仕方をするというこ

とです。 

これが、卵巣です。実際に卵巣は、

数百個くらいはあります。ですから一

生の間にこれが、全部使い切るような

ことにできればそれでいいわけです

よ。 

ですから、なるべく可能性としては

非常にあるものですから、いかに１年

の間に２０個から３０個産ませる様

な組み合わせは、できないのかという

ことで、色々試みたわけです。 

これちょっと細かくて、大変申し訳

ないですけど、今の実験です。例えば

２００７年から２００８年は一応、予

備的な試みもしてありました。１対１

とか。オスとメスの比率をかえたとい

うことです。 

だいたい、１７個とかこの場合はメ

ス１あたり７個ですね。メスが２羽で

すので。非常にあまり効率がよくあり

ませんでした。７個か８個くらいでし

た。内閣からお金をもらって更に調査

をしたら、だいたい１対１の時は１８

個、１羽あたり産みました。 

これ比率を変えますと、どうもうま

くいかない、１０個もいかないです。 

２対２の場合、２７個です。１羽あ

たり２７個です。こういう集団の場合

もあまり多く産んでいないというこ

とですね。 

どうも、オスとメスで割合を同じに

したら以外にうまくいくというヒン

トは、こういう実験で徔られまして昨

年はさらに、それを増やしましてこの

同数の比率の多くしました。 

その結果、２３個、２４個、ただ中

身は８個くらいのものもいます。これ

もだいたい１９個です。 

２対２の場合、１羽あたり２８個産

んでいますから、２２個です。 

４対４の場合、４羽で、８６個の卵

を産んでいるわけです。 

こういうペアニングをしますと、愛

称がいいのが見つかるということが

わかりました。 

中には、相性が悪い、またはメスの

能力が低いのかもしれません。 

そういうことで、選抜して優秀なも

のをどんどん残していくという形に

するということに結果としてでてき



 - 12 - 

ました。 

これは、最終結果ですけど同比率で

の繁殖は１３組について調べたので

すが、平均１８．７個でした。比率が

異なると、平均６個です。集団の場合

は８個くらいです。 

これは、分散分析統計学で処理しま

して、有利さが非常にこっちの方が高

いという事で、このやり方を今後やる

ということが、技術的にもメリットが

あるということがわかりました。 

ただ、中にはメスが死亡とありま

す。最初ペアニングするときは、別

に喧嘩はしません。本当に悪い場合

は、相手をどんどんやっつけます。 

だから、喧嘩しないでホッとして

いるとメスが、どうしても外へ出た

いという衝動にかられるみたいで、

フェンスに頭を突っ込んで事敀死し

ているということで、どうもその辺

も、我々には目に見えない相性とい

うのがあるようです。 

だから、その辺をよく見極めると

いうことが卵を、それなりに能力を

フルに発揮させるという意味で、大

事な一つの作業になるということが、

わかりました。 

それから、これは季節です。最初

は２００７年ですけど、１１月は産

んでいません。５月も産んでいませ

ん。それで、２００９年も同じでし

た。 

昨年ですが、２００９年から２０

１０年に例えば１１月から卵を産み

始めまして、最後５月まで非常に幅

広くなりました。 

夏の間の飼育条件を、非常に栄養

がつくように気を使ったということ

が１つ大きな要因なのかなと思って

おります。 

ですから、結構長いとそれなりに

数も回収できるということで、夏の

飼育の条件は、非常に気を使わなき

ゃならないということです。 

その場合、野菜です。ニンジンを

沢山食べさせるというふうにやって

います。やり方も、食べやすくして

消化しやすくしてやるという、これ

は常識ですが、そういうやり方で夏

場の飼育をしています。 

このように、１１月から５月くら

いまで、半年以上卵を産めるような

状況になってきたということです。 

これが、どんどん進めばニワトリ

みたいに卵を産めるような形になる

のかどうかわかりませんけど、そう

いうふうな結果がでてきました。 

飼育条件によって、だいぶ変わっ

てくるということです。 

次は、これはただ見てください。

これはふ化機です。このようにして、

ふ化機にかけます。だいたい３６度

くらいの温度で１８０個、今現在６

台、我々は保有しております。これ

は市から援助を受けたりして、機械

は揃えました。 

市も、網走はエミューの里にした

いということで、とにかく５千羽、

市内、管内に確保し、そうなると生

産部門と加工部門はかなり連動して

くると思っております。 

これが、だいたい４５日たつと、

ふ化機からあげて、こういう普通の

小さな部屋に卵を置きます。 

そして、ひよこが自分で卵を割っ

て、５日くらいすると割って出てき

ます。 

そして、１～２週間はやはりスト

ーブで暖めて、まだ体温調整がうま

くいかないものですから、このよう
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な温度で、室内で飼育します。 

そして、２回目はあまり体温調整

をしなくても、大丈夫になってきま

す。 

１年目すると、大人に近いような

体系に成長するということです。 

次は、生産物です。なぜそれがメ

リットあるかというと、ちょっと紹

介させていただきます。 

エミューの生産物は色々あるので

すが、やっぱり卵、肉、オイル。 

私はこのオイルが１番ポイントに

したいと思っております。 

オイルは、非常に回収しやすいで

す。皮下脂肪ですから、カバっと採

れます。牛や豚みたいに、筋肉が足

につきませんので、回収は非常に簡

単です。回収して、冷凍して、それ

を解凍してオイルにします。 

そして、こういうモイスチャー化

粧品とか、洗顔フォームですとかク

リームとか石鹸とかをつくっていま

す。 

今は、このビタミン、脂肪酸が非

常にいい脂肪酸なので、昔脂肪酸は

ビタミンＦといって、ビタミンの中

に入っていました。でも今のビタミ

ンにはＦという、ビタミンはありま

せん。外れました。というのは、１

日に必要な量というのは、非常に多

く必要とします。ですから、むしろ

しれは、栄養剤の方に入ってしまい

ました。 

そういうことで、元々ビタミンに

必要な、我々にとっては丌可欠な栄

養分が、この中に沢山入っていると

いうことで、今は錠剤で飲むという

ような製品も開発されています。 

その成分は、皮膚といえば人間の

皮膚に非常に近い成分です。 

それから、要素化といってこれは、

オイルの品質を、判断をする時に、

使いますが、非常に植物に近いです

から、常温で解けるという性質を持

っています。 

豚とかは、３０とか２０ですから、

室温では解けません。火をつけない

と解けないです。非常にそういう意

味では、植物性のオイルに近い、動

物の中では非常に、植物性に近い性

質を持っています。これが非常に、

メリットなわけです。 

ここにある、皮膚、すいとう性は、

エミューオイル例えば光る。 

毛穴のつまりというのは、低いで

す。化粧した場合ですね。 

それから、保湿性が非常に高いで

す。こういうたいしゃ的なものを使

ってエミューの品質を、もっと引き

だせば、製品としていいものができ

ると思います。 

男性、女性含めて、特にスポーツ

選手には、このエミューというのは

非常に有効的だと思っております。 

オーストラリアでは、こういう製

品としてすでに売っております。 

我々も売っておりますけど、こう

いうことで売っています。 

それから、肉です。肉は足しかあ

りません。モモだけです。そこだけ

しかとれませんし、あまり量もとれ

ないですけど、だいたい１０キロ前

後です。 

この場合は、カロリーは牛とか鶏

肉でいったら低いです。たんぱく質

が多くて、高たんぱく、低カロリー、

特に鉄分が多いです。ここは、他の

肉と比べてメリットです。 

特に子どもの成長には有効な成分

を持っています。 
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色々永島先生のデータで使ってい

ますが、これから一般食肉としてい

かに普及させるかということです。

それが１つの誯題かなと思っており

ます。 

殻は、鶏と比較した場合の話です

が鶏の場合、アレルギーがあります。

ゴゴアルビントナス、ゴゴトランス

フェード、ゴゴポームチン、リゾチ

ン、この４制度が鶏の卵のアレルギ

ーと言われています。 

このアレルギーにかかると、一生

治りません。牛乳なんかは、大人に

なると治りますけどね。 

ところが、このエミューとこうい

う成分と比較しました。 

そうすると、ほとんどこれにあた

る成分が含まれていないということ

で、ニワトリの卵と差別ができると

いうのが、特徴です。 

現在、臨床的な試験、特に卵アレ

ルギーの人から血液をとってきて、

それで反応させます。 

ほとんど、エミューの卵には反応

しません。 

ですから、それをスイーツとして

そういう方に食べさせることは可能

かどうか、そういう臨床的な試験も、

我々はできませんけど、お医者さん

の方を通してやっております。 

こういう成分的に見ても、非常に

変わっております。 

普通の鶏と、全然違います。これ

は鶏のパターンです。これダチョウ

ですけど、ダチョウも変わっていま

す。古い大陸の時代も鳥だったとい

うことで、その辺も変わっているの

かと思います。 

これが、１つのドラ焼きですが農

大というマークを入れています。 

これは、アイスクリーム感覚でも

食べることができます。冷凍してお

いても大丈夫ですので、そういう意

味では非常にいいです。 

これは、地元のケーキ屋さんです

が、そこと連携してこの中に永島先

生の案ですけど、エミューの卵を入

れたりして、非常にモチモチ感がで

ておいしいです。 

東京では、だいぶ人気でなかなか

オファーに答えられないような現状

です。 

こういうような、地元の企業をう

まく利用した製品開発というのは、

大学としては、大学で何でも作ると

いうことではなくて、業者をうまく

開発の中に巻き込んでやっていくと

いう事です。 

まとめになりますが、環境的養成

が非常に高いということです。それ

から、どこでも買えるわけですね。

それから、大型調理である程度、生

産物が多いということです。それか

ら、飼育が非常に簡単という事です。

色々なものを食べてくれるので、雑

食性は、家畜に非常に向いていると

いうことです。 

まず、成長が早いということです。

早い時期に、回収できる可能性が高

いです。 

それから、ＢＳＥは口蹄疫から隔

離された動物ですので、そういう流

通関係を動かすことが可能でないか

なと思います。 

それから、今説明したように肉、

卵にしても、オイルにしても、それ

を食べた場合でも、健康志向に託し

た生産物がこれということになりま

す。 

小さい時だけ、子供たちに遊ばせ
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るとかそういうやり方をして、ある

程度大きくなったら、農場の方に入

れて、生産用に活用するというやり

方も可能ということで、色々な意味

で今後、家畜として期待されるとい

うことで、我々は生産加工ビジネス

を同時進行で進めています。 

そのために、バイオダストリー、

エミュー製品を中心として会社をお

こして、民間と協力のもとで今やっ

ているということです。 

だいたいこれで、私の取り組む例

を終わりますけど、どうもご清聴あ

りがとうございました。 

 

（司会者） 

 横濱先生、ありがとうございまし

た。先ほど先生のお名前を間違えて

しまいまして、申し訳ありませんで

した。 

先生からは、今までのエミューの

飼育のご苦労や成果を詳しくご説明

いただきましたので、みなさまにも

エミューの魅力が伝わったことと思

います。せっかくの機会ですので、

会場の方で何かご質問がありました

ら、お受けしたいと思いますが、ど

なたかございますか？ 

 

（会場のお客さん） 

 すいません。北海道で家畜として

ということなのですが、点滴になる

ものは、考えられますか？ 

 

（横濱さん） 

うちの大学でも、キャンパスの中に

家畜を飼っているエリアがあるので

すが、エゾシカ、エミュー、ニワト

リ、やぎ、馬とか飼っていますが、

きつねが１番、てんてきだと思うの

ですが、きつねと野犬です。 

 エゾシカは、襲うけどエミューは

襲いません。 

 大人の場合、３本指で恐竜みたい

な爪をもっているから、それでやら

れたら１発で、内臓までいっちゃい

ます。そういうふうに、脅迫すると

そういう行動を起こします。ですか

ら、普段おとなしいですが野犬とか

エミューよりも、エゾシカとかニワ

トリも絶滅した時もあったのですが、

エミューだけは、あのような状況で

も一切何も起きません。 

 ただ小さい時だけは、カラスには

注意しなきゃいけないので、上にネ

ットをはってカラスが、攻撃をしな

いようにしてあります。 

 ある程度、大きくなったら全くカ

ラスもだいぶいるのに、一切悪さは

しません。 

 熊とかは別でしょうけど、そうい

う意味では、非常に強い動物です。 

 

（会場のお客さん） 

 もう１点よろしいですか？きっと

家畜としてやっていくとなると、肥

料の関係が非常に大きな問題になる

と思いますが、先ほどの説明の中で

表の中には、シムジという牧草が入

っていたのですが、北海道の場合の

主な牧草の種類というと、一般的な

ものです。 

 

（横濱さん） 

 これは、牛じゃないので稲化の牧

草はまず無理です。ですから、普段

はニワトリ用のエサが主体となりま

す。それに、例えば網走ですと今は

麦の集荷が大きいですけど、雤に当

たったりすると、品質が規格外の場
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合がありますよね。 

 そういうのを、安く買ってきたり

キャベツとかニンジンとかの生産の

場合、日本の場合は尐し傷ができた

らもうダメですから、そういうのを

全部タダでもらえる所もあります。 

 それから、ビートファールクとか

多分豆腐のおからもそうですし、そ

ういうのを有効に活用できます。 

 昆虫でも何でも食べるので、自由

に食べれるようにしたらいいですけ

ど、イネ科はどうしても繊維が強い

ですから、若い時は食べますけど大

きくなったら、イネ科はダメですね。 

 

（会場のお客さん） 

 ありがとうございました。 

 

（司会者） 

 ありがとうございました。他にご

質問はありますでしょうか？ないよ

うでしたら、改めて先生、どうもあ

りがとうございました。 

 ここで第２部の会場の準備をいた

しますので、５分ほど休憩をいただ

きたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

 

（休憩。） 

  

それでは、第２部のパネルディスカ

ッションを開始いたします。 

 第２部は、本日のテーマでありま

す、福島の地域資源を活用した食と

観光について、パネラーの先生方か

ら、ご提言をいただきたいと考えて

おります。なお、このあとの振興に

つきましては、北海道新聞社木古内

支局の久田支局長にお願いをしてお

りましたが、みなさまご存知の通り

飛行機事敀がありました関係で、急

遽黒瀧先生にお願いすることになり

ました。 

 黒瀧先生、急なことで申し訳ござ

いませんが、よろしくお願いいたし

ます。 

 

（黒瀧先生） 

 ただいま、ご紹介にあづかりまし

た東京農業大学の黒瀧でございます。 

 本来であれば、今日は全体を伺っ

たうえでのアドバイザーということ

で、名前が出ていましたが、ご紹介

にありましたとおりセスナ機の飛行

機事敀の関係で、支局長という要職

でそちらの方を取材しなければなら

ないということで、私の方が急遽コ

ーディネーターということで、進め

させていただきますので、ちょっと

基本的に、あまり準備をしておりま

せん関係上、ふつつかな点がござい

ましたら、ご了承願いたいと思いま

す。それでは、恐縮ですが座ったま

ま司会進行させていただきたいと思

います。 

 本日は、前段でありましたように

東京農大生物産業学部と福島町との

包括連携協定の締結を記念するまち

づくりフォーラムです。第１部は、

本学の横濱学部長のエミューとまち

づくりについてビジネス化を含めた

可能性をお話いただきまして、第２

部がいよいよ、福島の地域資源を活

用した観光というテーマで、これか

らお話をしていただくということに

なります。 

 ねらいといいますか、私が勝手に

考えたねらいを若干申し上げますと、

福島町は非常に古い歴史を持ってお

ります。 
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 みなさんのお手元の資料の中でも

福島町のまちの材用という中に、す

でに鎌倉時代の軍事連関の頼朝との

戦いに敗れた泰衡の不党が、ここオ

ムナイ、旧吉岡村に辿り着いたこと

が始まりです。 

 昭和３０年に、福島町と吉岡村が

合併し、しかしながらここはかつて

は、ニシン漁の発祥の地として白符

地区が有名でございまして、さらに

歴史的に隠れキリシタン準拠のロマ

ンが千軒岳ではあったと、そして文

化財には松前神楽などの歴史があり、

近年ではこの場所がその記念的な場

所だと思いますが、青函トンネルが

吉岡側から施工されまして、私の田

舎や学部長の田舎であります、青森

県と結びつくというようなとこにな

っています。 

 また、記念館がありますように２

代の横綱の記念館もある、横綱の町、

女相撲の町としても全国発信してき

ました。 

 他方で、こういった流れの中で昭

和３０年代には１万３千人を数えた

人口も約半分以下の平成２０年には

５千人代にまで落ちてきているとい

うことです。 

 それから、こちらも漁業の町とい

うことで、ニシン漁以来、まぐろ漁

やイカ漁や色んな漁があったわけで

すが、こちらの漁獲高や漁協の組合

数を見ましても、これもかなり落ち

込みをし、その関係上水産製品の生

産高も落ちてきています。 

 それから、農業も減ってきており

まして現在、農業の方でおつくりに

なられているのは、お米と雑穀等類

と野菜が若干であって、耕作地面積

も減ってきているというのが実態で

あります。 

 そういった点では、今日の協定を

機にこの福島町の潜在的地域資源と

いいますか、色々な今までかつてあ

った漁業資源や農業資源、それから

歴史的資源、それから自然資源、色々

なものがあるわけですが、これを再

評価をしながら新たな資源として、

食と観光の開発に結びつけた開発が

できるかどうか、その可能性を含め

てお話をしながら、この町の活性化

がいかなる可能性があるかを、ここ

で会場のみなさんとともに、議論し

たいというのが本日の私なりの解釈

するねらいではないかと思っており

ます。 

 今日は、沢山のパネリストが登台

していただいております。 

 順序は、お手元のパンフレットは

パネリストはＪＲ北海道の小池さん

からになっておりますが、内容の趣

旨を緩和いたしまして、若干変更し

たうえで、ご発表していただきたい

と思います。 

 まず、１番最初のご報告者は福島

町千軒地域活性化実行委員会副会長

に中塚さんに、地元の概況や地元の

新たな可能性のある活性化の点をお

話いただきまして、そのうえでそれ

を引き受けながら、２番目にＪＲ北

海道会長の小池さんの方から、ツー

リズム、観光開発の北海道全体の可

能性を次にお話をいただき、３番目

に、海洋資源や海の状況が色々変化

してきておりますけども、これを利

用した可能性を東京農大の事例も含

めながら、お話をいただき、４番目

の東京農大の永島先生には、こうい

った中で先ほどエミューの加工の話

がありましたけど、色々北海道の中
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で開発した商品とその地域の可能性

についてお話をしていただき、最後

に朝日新聞の石巻支局長の高成田さ

んの方からこういった動向を踏まえ

て全体の北海道や福島町の可能性を

お話をいただくという順序で進めさ

せていただきたいと思っております。 

 それで、大変恐縮でみなさんは学

部長なみの１時間近いご報告をして

いただけるような方ばかりですが、

時間も限られておりますので、１人

１０分以内のご報告ということで進

めさせていただいて、そのあとフロ

アとのパネルディスカッションを含

めた討論に、うつりたいと思います。 

 それでは、まず最初に福島町千軒

地域活性化実行委員会副会長の中塚

さんの方からお話いただきたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

 

（中塚さん） 

 福島町千軒地域活性化実行委員会

という会がありまして、そこの副会

長をやらせていただいております中

塚と申します。 

 まず本日の、東京農大と福島町が

締結されたということ心よりよかっ

たなと思っております。 

 そのきっかけというのは、私が聞

いているところでは、福島町民とそ

の大学の学祖である榎本武揚４代目

がいらっしゃいますけども、榎本孝

光先生との心の交流がスタートだっ

たというところが、わたしども福島

町民にとっては、素晴らしい出来事

だったのではないかと感動しており

ます。 

 大学は、実学という看板を挙げて

いるということですので、これから

福島町と東京農大が心ある実学の関

係を気づけるように、我々も地域の

住民として努力していきたいと思っ

ておりますので、よろしくご指導の

ほどお願いいたします。 

 本題に入りますが、私の福島町の

中でのさっきの委員会の名前でやっ

ていることですが、特に食と観光を

イメージしてやっているわけではな

いのですが、たまたまそういうつく

りに、入っているのではないかと思

いますので、４つのフィールドワー

クを説明させていただきます。 

 まず、殿様街道ウォークといいま

して、本町には地形が非常によくな

い所が多いということもありまして、

それが逆にメリットでして、江戸時

代盛んに使われていた、松前から函

館にいたる２７里というルートが２

通りありまして、この街道を私たち

は、殿様街道というふうに呼んでお

りますけども、ここにお客様をお連

れして、自然・歴史を楽しんでいた

だいた後に、地元の十割で有名な千

軒そばを食べていただいて、その後

に私は４００年以上の伝統があると

思っているのですが、松前神楽を観

賞していただいて福島の歴史・自

然・食・伝統という４拍子揃ったい

いところを、１日でご堪能していた

だくというような企画を開催してお

ります。 

 時期は５月の連休ということです

が、最近温暖化の影響がありまして

花の時期がちょうどよかったのです

が、２年ほど前から１週間～２週間

先に花の時期がずれ込んでいまして、

お客さんが大変、迷惑しているとい

うか、来づらい状況に開催しなきゃ

いけないようなことにもなっており

ます。 
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 この歴史の道は、どんな人が通っ

たかといいますと、松前の殿様が通

りました。 

 有名なのは、松前から知内に行っ

て病院代わりに温泉に入ったという

歴史がございます。 

 それから、有名人でそこの廊下に

もレプリカですけど、仏像が掲げて

ありますが、この円空さんも通って

おりますし、また菅江真澄という方

ですが、昆布の調査・研究をした素

晴らしい記録がありますけど、南茅

部まで松前から行って、福島の殿様

街道を通ってお帰りになったという

記録がございます。 

 有名ですけど、伊能忠敬です。１

８００年に吉岡の沖に停泊しまして

そこから殿様街道を通って函館まで

行ったということです。 

 また、北海道の地名の由来でもあ

る松浦武四郎。こういった方々が確

実に福島町を通っております。 

 私、歴史を説明するという立場な

ものですから、最初は歴史のれの字

も知らなかった関係で、色々な歴史

に詳しい方々が多く参加してこられ

るのですが、そういった関係で尐し

ずつ調べていきますと、ものすごい

歴史豊な場所だということに気づか

されました。 

 その中でも、函館戦争の舞台とい

うことにもなっておりまして、ここ

で学祖である榎本武揚さんが登場す

るのですが、戦争の中身の詳細は別

として榎本武揚という人は実は、殿

様街道を福島町を２回通っていると

いう私の研究しているうちに発見し

たことなのですが、なぜかといいま

すと、１８５４年という年にペリー

が函館に来ましたけどもその年、榎

本武揚は１８歳でしたけれども、函

館から当町の吉岡まで来ていたとい

う後日談で語っております。 

 吉岡という地名は、私は福島町の

人ですからピンときたのですが、大

学の教授レベルの方でもこの文章を

読んでも、吉岡が福島だということ

がわからなかったということがあり

まして、私の発見というふうに言わ

せていただいてます。 

 ２度目は、江差の開陽丸が座礁し

ましたけども、その時失意の榎本武

揚もこの街道を通って、五稜郭府へ

帰っているということです。 

 記念すべきことには、２年ほど前

に４代目の榎本隆充先生もここを通

られたということでございます。 

 先ほども言いましたけども、最近

は歴史ブームで参加者のレベルも

年々上がっておりまして、私ども先

学のものにとっては非常にやりづら

い状況になっております。 

 やっている２番目のイベントです

が、９月の１日を前後にした日曜日。

今年は８月２９日ですが、千軒そば

の花鑑賞会というのを開催しており

ます。 

 そばの花、真っ白いじゅうたんの

上で花を堪能するという、自然の美

しさを感じる素晴らしさをあります

けど、道東がそばの花というとよく

映像が出る有名な場所が、しんとく

だとか色々ありますけれども、私ど

もは面積では到底かなわないので、

狭い面積で効果的なアピールをした

いということで、地元の先ほども言

いましたが松前神楽というお神楽が

ありますが、それを白いじゅうたん

の上で、舞をまっていただくという

ことで、これがうけて北海道新聞さ
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んでは、１面トップカラーというこ

とを２年ほど前に載せていただいた

ことがあります。 

 その会では、地元産のイモの塩煮

を地元産の塩辛で食べるということ

で、食べ放題を企画しておりまして、

またそのジャガイモを掘って、袋１

つ持って帰っていただくということ

になっております。 

 いずれにしても、ゆったりと流れ

る時を楽しむという空間を、みなさ

んと共有させていただいているとい

うことです。 

 ちなみに、今年の花の場所ですが

１週間程前に、種を植えたばかりで

今新芽が生えているところでござい

ますので、それもまた見所があるの

で、みなさん見ていただければと思

います。 

 今言った発想ですが、よそ者の発

想でした。地域のさびれた資源の組

み合わせを１つずつ見ると、シンプ

ルで魅力はありながら、そんな効果

的な人を、引き付けるということま

ではいたらないことがあるのですが、

こういった組み合わせをしたことに

よって地域がよりアピールしやすく

なる、魅力を光らせているというこ

とを感じております。 

 今のは、食と観光というようなテ

ーマになろうかと思います。 

 ３つ目ですが、千軒ぶな１００年

観察林ということをやっております。 

 主催者は北海道さんの、西部森林

室というところですが、地域の私た

ちと一緒にやろうということで共済

になっております。今年で５年目に

なりますが、これは先ほど詳しく説

明した殿様街道ウォークの秋のバー

ジョンということで、違うことは何

かといいますと１３本の指定ブナ、

ブナの木を１３本決めておりまして、

それを１００年間計り続けようとい

う計画です。今５年目ですから、５

ミリとか６ミリくらいの成長しかま

だ確認できていませんが、１００年

のサイズでこれを計るとなると、

我々１台の区間では無理だというこ

ともありまして、次の代を養成する

努力も必要になってくる事業になっ

ております。 

 今現在、最高齢と思われるブナは

２５０歳くらいのブナが１本確認さ

れております。 

 ４つ目ですが、私どもの会の開催

しているイベントとは違いますが、

かがり火コンサートという私が主催

者でやらせていただいているコンサ

ートです。 

 これは今日夕方６時半から、福島

大神宮境内で開催しますけれども、

今年で１５回目になります。布作家

といいまして、インスタレーション

を、布を染色した大きな作品をその

ステージ空間に下げていただいて、

その前で現代音楽と松前神楽を奏上

するというものでございます。 

 古い伝統音楽と、現代の今年はジ

ャズということですが、組み合わせ

によって新しい文化をつくってしま

おうという企画でございます。あま

り、言うと失礼になってしまうので

すが、榎本先生が私どもの切なる願

いに答えてくださいまして、マイク

を揜っていただく貴重な歴史の瞬間

が今日の開催になりますので、みな

さんもぜひ参加していただければと

思います。 

 その時、去年からかがり火汁とい

う、なおらいをやるのですが、地域
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のご婦人方が協力していただいて、

演奏者や参加者におもてなしをする

のですが、その時かがり火コンサー

トなので、かがり火汁を作るという

ことで、かがり火のイメージは何か

といいますと、ニンジンの千切りな

のですが、これを作っていただいて、

コンサートのあとには毎年、これを

食べられるようにしていただいてま

す。 

 ちなみに、これは新聞にも出まし

たけれども、商品化になろうかとい

うところまで来ております。 

 以上で４点、歴史・自然・食・伝

統といずれも４拍子そろった魅力あ

る福島町を表現しているイベントに

私は関わっております。 

 このようなことを、やりながら次

の活性化、地域の活性化は何かを

日々考えております。 

 長くなりましたが、以上で終わり

ます。 

 

（黒瀧先生） 

 どうもありがとうございました。

この福島町に新しい取り組みとして

千軒岳や伝統のまつりを含めた、歴

史・自然・食・伝統と、この４つを

組み合わせたお話、取り組みのお話

をしていただきました。あとで議論

をしていただきたいと思います。 

 夜のコンサートもあるそうなので、

パネラーのみなさんは今後、時間を

気にしながらお願いします。 

 それでは、２番目小池会長お願い

いたします。 

（小池会長） 

 小池でございます。今日は青函ト

ンネル記念館のこの場所で、このよ

うなフォーラムに参加させていただ

いているということで、大変な考え

に耽っている状況でございます。 

 今日は木古内駅長も来ているわけ

ですが、日ごろは鉄道は木古内駅で

利用したいということで、福島町の

みなさまにあつく御礼を申し上げた

いと思います。 

 今福島町の活性化の取り組みのご

報告がありました、中塚さんと３年

前に東京の八王子で行われました、

榎本武揚先生の１００回忌で始めて

お会いしたのですが、それ以来のご

縁が福島町と私の間で、できたとこ

ろでございまして、今日かがり火コ

ンサートの前にかぐらを見せていた

だくということが、非常に楽しみで

ございます。 

 また、福島町長さんの方からパネ

ルディスカッションの方に出席要請

がありまして、実はこの福島町の行

政区域内を青函トンネルが通ってい

るということで、固定資産税を大幅

にまけていただいている関係から、

その要請を断るわけにはいかないと

いうことで、この場にいるわけでご

ざいます。 

 福島町には、何回か来たことがあ

りますので、ある程度のことは知っ

ています。しかし、深いところはわ

からなくて実は、福島町のホームペ

ージを見させていただいたのですが、

全国色々な市町村のホームページが、

ございますけれども、その内容が非

常に充実しているということに大変

驚きました。 

 特に３点ございまして、１つは福

島地域のマリンビジョンコーナーと

いうのがありまして、そのマリンビ

ジョン将来構想に取り込んでいる、

この色々な資料が膨大にありまして
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これを読みまして、この地域のみな

さんが本当に一生懸命、産業の活性

化に取り組んでいるという姿勢を感

じまして、深喜をしたいと思います。 

 特に非常に、長期的な視点を持っ

ておられるということで教育ファー

ムということで、小学生の農作業の

充実とかあるいは春に、お魚を殖や

す植樹会をやっておられるとか、そ

ういうところを見ても非常に長期的

な視点を持っておられると感じてお

ります。 

 ２つ目は、健康福祉情報というの

がありまして、ここでは郷土の色々

な料理、レシピ共々詳しく書かれて

いるということで、これは食という

意味でも重要な情報が掲示されてい

るというふうに思ったところでござ

います。 

 ３点目は福島町史。これが大変素

晴らしいものでありまして古代から

明治維新まで詳細に掲示されている

ということで、これを読んでおりま

すと、ものすごい時間がかかるので、

飛ばし読みさせていただきましたが、

じっくりもう１回読みたいなと思っ

ておりまして、その中で非常に歴史

が古いという事で北海道は札幌あた

りが１４０年の歴史しかないのです

が、鎌倉時代１１８０年代ですが、

こういう古い歴史を持っているとい

うことで、北海道は非常に権威な地

域という事で、このことがやはり観

光とかそういうところに非常に関係

してくるというふうに思っておりま

す。 

 私は、岡山県の出身でございまし

て松前と同じような城下町で育ちま

したので、こちらの景観というのは

非常によく似ているということで、

この福島町に来ますとホっとすると

いうか、落ち着くというかそういう

感情を持っています。 

 観光の話になりますが、北海道は

今非常に観光に、力を入れていると

いうことです。 

 １次産業、農業をベースとしまし

て食・温泉・当然本州と違う景観、

そういったものを観光資源としまし

て売り出していくという形になって

いるわけでございますが、残念なが

ら日本全体は人口は、これから減っ

ていくわけでございまして、道内は

すでに平成１１年をピークに減って

いるわけですけれども、そういう意

味では人の動きがだんだん尐なくな

っていくという可能性が十分考えら

れると思います。 

 そういう中で、北海道観光に対す

る期待というのは、本州の方は非常

に強いのですが、全体としては減っ

ております。 

 そういう中で、増えているのが東

南アジアの人達が最近増えてきてい

るということで、この人達はやはり

東南アジアにない景観、それから食。

そういったものを求めてやってくる

ということです。 

 特に、ここ１～２年は、お隣の中

国から規制が交わされたということ

で、これから来るということで、そ

の時に北海道というのは是非行って

みたいというところになっておりま

す。 

 そういうことで、北海道全体の観

光の要素というのは当然、この福島

町も持っているわけでございますけ

れども、その中で１つ大事になりま

す、アプローチですね。１番大事に

なるだろうと思います。 
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 そういう意味では、札幌は国際空

港がありまして大勢の人が入ってき

ます。函館にも、もとろん空港があ

って入ってきますが、残念ながらこ

の福島町まではかなり時間がかかる

ということがあります。 

 今日も函館から参りましたけれど

も、９０分くらいかかりますね。し

たがって大変時間がかかります。 

 そこへ、この後５年もしますと平

成２７年度に新幹線が新函館まで開

業するということになっております。 

 今年の１２月までには、青森まで

新幹線が開業するという形になって

いるということで、このパイプロフ

トサービス、これが非常にポイント

になるかと思います。 

 そして北海道の最初の駅は、木古

内駅ということで、ここで降りた本

州のお客さんがこの道南、渡島、こ

のあたりの観光に入ってこられると

いう可能性は、ものすごい強いと思

われます。 

 これは、東北新幹線が八戸で開業

した時、この青森あるいは弘前に大

量のお客さんが東京から入ってきた

という、驚くぐらいの数が入ってき

たという実績もありますので、それ

は期待できると思っております。 

 本州の人達から、ここにこの福島

町に入ってきた時に、やはり歴史の

古さというのは驚くと思います。 

 北海道は明治以降、１４０年歴史

がないところに、こういう地域があ

るということは驚きであると思いま

す。 

 先ほどの、殿様街道のお話もあり

ましたし、松前神楽というのもあり

ました。そういう歴史的なものが、

あるということが１つの観光の要素

になるだろうと思います。 

 それから当然、食ですね。北海道

は食でありますから、この農産物も

ありますし、海産物もあります。 

 特にこの福島地区は、海産物だろ

うと思うわけですが、ここで今取り

組んでおられる、スルメだとかウニ

だとか昆布だとか、そういった地元

の食材というものを料理にして提供

するということを、しっかりやって

いく必要があると思います。 

 それからこの地区には、温泉もあ

ります。特に知内温泉は鎌倉時代か

らの非常に古い温泉でございまして、

泉質も素晴らしいということであり

ますので、私も非常に大好きなので

すが、こういった温泉もやっぱりア

ピールしていく必要があると思いま

す。道内の方でも、知内温泉という

のは知らない人の方が圧倒的に札幌

のあたりでは多いです。 

 そういった人達をまず、つれてく

るということを、まず考えなければ

ならないというふうに思います。 

 そして最大のポイントは、やっぱ

り観光客を暖かく迎えるということ

をしっかり持つことです。これはお

金がかからない。しかし観光で入っ

た人達が１番感動するのは、この地

元としての接点での接待。これが１

番大きいと思います。 

 夫婦で入ってきている時に、例え

ば旦那さんが奥さんを写真取ってい

る場面に出会った時に、一緒にどう

ですか？私が取りますよと声をかけ

られるかどうかということが、非常

に大きいと思います。 

 これから、中国とか外国人も新幹

線ができればおそらく来ると思いま

す。場合によっては、言葉も話せる
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人が尐しでもいたら驚きになるだろ

うと思います。 

 観光というのは非日常性ですから、

感動と驚きを不えるということが非

常に重要じゃないかと思います。 

 今まちの計画を見ますと、観光客

は平成９年がピークで１９万人入っ

ておりまして、現在はなんと８万人

だと、これを１３％平成２６年に８．

９万人増やして１３％というものす

ごい控えめな数字になっております

が、この次の年から新幹線が開業す

ると、こんな数字はなくて３０％、

４０％の観光客を迎えることが可能

だと思いますので、これからの私は

地元のみなさんたちの、努力次第だ

と思っております。そんな感想を終

わりにして私からの報告といたしま

す。 

 

（黒瀧先生） 

 どうもありがとうございました。

小池さんのお話では、この観光資源

まだまだ沢山あるのではないか、そ

ういったものを新たな新幹線を含め

た交通アクセスと、知名度の普及、

それからさらにホスピタリティーの

獲徔、いわゆる居心地のよいおもて

なしのようなものを獲徔するという

点。これがこの福島町のエリアの展

開に必要ではないかというご指摘を

いただきました。ありがとうござい

ました。 

 それでは、時間もございますので

続きまして東京農大の塩元さんの方

からお願いいたします。 

 

（塩元先生） 

 今紹介をいただきました、東京農

大の塩元といいます。 

 今日は今までの２つの誯題とちょ

っと変わりますけど、私は今東京農

大で道東、オホーツクを中心とした

海の環境の調査をしております。 

 環境を調査する我々のことをよく、

環境屋と言うのですが、環境屋の立

場から福島の水産業、あるいは海の

環境について短い時間ですが、尐し

お話をさせていただきたいというふ

うに思います。 

 まず、ご存知の方もたくさんいら

っしゃると思いますが、福島と網走

というのは、海を通して非常に深く

繋がっているということを最初に、

申し上げてからお話を始めさせたい

と思います。 

 ちょっと見づらいかもわかりませ

んが、これが日本です。太平洋には、

黒潮が流れています。実はこの黒潮

の一部が、日本海に入って北上いた

します。対馬暖流というふうに名前

が変わりますが、対馬海峡というの

がありまして、そのあとどうなるか

といいますと、福島の前浜の一部が

津軽海峡の中に入ってきます。 

 一部が入りますと、さらに対馬暖

流という名前が津軽暖流という名前

に変わりまして、これが太平洋に出

ていきます。 

 すべてではなくて、その残りはど

こにいくかといいますと、どんどん

北上しまして、宗谷海峡というのが

あります。これをさらに曲がって今

度はオホーツクに入ります。今度は

こちらに入ってきます。これが北海

道でございます。 

 私が今おります、東京農大があり

ます網走、この前浜と宗谷海峡、曲

がって入ってきた対馬海峡が流れま

す。そうしますと名前は、宗谷暖流
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というように名前が変わります。 

 元々、実は福島の沖から網走の沖

には、元をたどれば黒潮という水が

流れているということで、非常に深

い繋がりがある場所だということを

まず、知っておいてほしいと思いま

す。 

 私は今、農大の中でもちょっと変

わって、普通農大といいますと、農

学なのですが、さきほどうちの横濱

学部長からも、お話ありましたけど

も５年くらい前に、うちのアクアバ

イオ学科という、海の環境、海の生

物を本格的に調べようということで、

アクアバイオ学科という学科が立ち

上がりました。 

 ようやくこの４月に１期生が、社

会に旅たつことができたのですが、

うちの学科はどのようなことをして

いるかということを、まずご紹介さ

せていただきまして、うちのこの学

科の中で指定していただければどの

ような形で、こちらの福島町に貢献

できるかということを、わかってい

ただけるのかなと思っております。 

 私どもの学会は、小さい学会です

ので小さい単位です。一応ここに書

いていますけども、６つ今研究室が

ございます。 

 これはよくみなさんが教科書やテ

レビで見るかもしれませんが、生態

系のピラミッドといって、海の生態

系を書いたものです。 

 １番最初に海の環境があります。

この環境をもとにして、様々なプラ

ンクトンといって、要は目に見えな

いけど非常に大事な魚の餌になりま

すプランクトンは、この環境に依存

した形で育ちます。 

 それを、比較的小さな魚が食べる。

それをさらに大きな魚が食べてその

上に哺乳類や鳥類がいる。それを

我々人間がうまく利用しているとい

うことになります。 

 特に大型魚類等を利用して、養殖

業などが盛んなわけです。 

 海の生態というのですが、我々の

学科が、どのように関わっているか

やじるしで書いたものです。見づら

いかもしれませんが、私はこの水圏

環境学というところで、海や環境に

関わっております。 

 生態や研究室がありまして、ここ

がプランクトンをやっているという

ことです。 

 増殖や研究室が主に小型の漁業や

生物を中心に研究しています。 

 さらにアクアゲノサイエンスとか

生物化学研究室というのは、養殖だ

とか比較的大型な魚類を対象にして

おります。 

 さらに、水産資源管理学研究室と

いう研究室がございまして、ここは

哺乳類を中心とした研究をしている

ということで、私どもの学科という

のは、スタッフは１４～１５人くら

いしかいないのですが、ただ非常に

多様なスタッフがいまして、それで

海のこういう生態系の研究、さらに

は教育をしているという学科でござ

います。 

 それでは、こういう学科がどうゆ

うふうにすれば、海のことから福島

町にどう貢献できるかということを

ごく簡単にお話したいと思います。 

 私の考えは、私環境屋ですので基

本的には水産業とか漁業と考えても

いいですけど、基本は海です。当た

り前ですけども。 

 海の環境が悪くなると、当然獲る
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漁業も育てる漁業もできなくなりま

す。さらに、海というのは非常に素

晴らしくて、海に勝る養殖場はない

と思っています。最も低コストな養

殖場です。 

 そこで、どうすればいいかという

と、まず海に興味を持つということ

です。これが１番大事です。 

興味を持って、海は今どうなって

いるのかという監視をする体制をつ

くっていくことが、やっぱりこれか

ら海をずっと使って漁業あるいは水

産業を維持発展させていく中で必要

だと思います。 

この福島の沖には、津軽暖流水と

いう元黒潮の水が流れているわけで

すけど、そこで是非やっていかなけ

ればならないと考えておりますのは、

津軽暖流水を監視することが必要で

はないのかなと思います。 

監視して調査する。我々の方で監

視、調査するということはモータリ

ングというふうな、言い方をしたり

しますが、何をモニタリングするか。 

色々なことを、モニタリングすれ

ばいいと思いますが、何でもはでき

ませんので是非私は、今後やってい

く必要があるのは何かというと、ち

ょっと耳慣れない言葉かもしれませ

んが、クロフィルエーというもの測

定いかなかったというふうに考えて

います。 

このクロフィエーというものは、

何かといいますと、特に海に限った

言葉ではないのですが、先ほどもお

話しましたように、海の生態系とい

うものがあります。これは漫画で書

いていますけど、植物プランクトン。

これが海の生態系の出発点なのです

が、この植物プランクトンの量を表

す指標になっているのが、クロフィ

ルエーです。 

水の中に例えば、色々な栄養成分

が溶けて存在していまして、それを

植物プランクトンが吸収します。 

このため、昆布のような海草とい

うのはひょっとすると植物プランク

トンと栄養分の奪い合いをする、そ

ういう可能性も出てくるわけですけ

ど、ただこの植物プランクトンが増

えますと、それを食べる動物プラン

クトンというのが増えます。 

さらに、それが増えますと小魚や

大きなまぐろのような魚が増えてい

くということで、植物プランクトン

が沢山増える。 

要は、多いということは非常に豊

な海である、沢山魚が捕れるという

指標に使えるわけですね。このクロ

フィルエーというのは。したがいま

して、もう尐し言い方を変えますと、

海の豊かさの指標であろうというふ

うに私は考えております。 

そこで、私どもの研究室は海のオ

ホーツク海を中心としたクロフィル

エーのモニタリングというのをここ

数年間、調べております。 

調べ方は色々あるのですが、船を

使って水をくみまして、例えば 0m

でクロフィルエーはどれだけあるか、

10ｍでクロフィルエーはどれだけ

あるかという調べ方をします。 

ただ船の調査といいますのは、ど

うしてもある１点のデータしか出て

きません。 

でも、海は広いわけです。では広

い海を船だけでカバーするのは到底

無理ですので、それでもう１つ、人

工衛星です。 

宇宙を飛んでいる人工衛星がある
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のですが、これで海が見ることがで

きます。水温とか色々なものを見る

ことができるのですが、実は今話を

していますクロフィルエーという、

要は植物プランクトンという、生態

系の大事な出発点になっている植物

プランクトンの量を人工衛星を使っ

て見ることができます。 

これは、２００６年１０月の北海

道の近間の植物プランクトンが分等

を示しました。表面だけですが、赤

いところは沢山プランクトンが増え

ているところで、この辺が網走です。

この辺に、宗谷暖流というのが流れ

ています。 

ちょっと見づらくて申し訳ないで

すが、津軽海峡です。この辺がおそ

らく福島町です。尐し赤くなってい

ます。 

ということは、２００６年の１０

月頃というのは福島町の沖は、プラ

ンクトンが尐し多かったかなという

ことが言えるわけです。 

このように、船と幅広く海を見る

ことができる人工衛星によって我々

は海の１番大切な植物プランクトン

の量を今頑張って調べているという

ことをやっております。 

ところが、先ほどから尐しずつ話

が出てきていますけども、今やはり

地球の温暖化が進みまして、地球の

寒気がどんどん変化してきていると

いわれています。 

そうすると、当然海の環境が変化

してプランクトンの生産性、海の豊

かさが変わってくる可能性がある。 

そうすると、当然ですが魚類の生

産あるいは海藻類の生産に波及しま

して、最終的な漁業や水産業に非常

な大きな影響を不える可能性が出て

くると思います。 

そこでやはり１番大事なことは何

かというと、その植物プランクトン

がもっている生産力というか生産性

とうのを注視していく必要があるの

ではないかなと我々は考えておりま

す。 

そこで、私の提言ですが大変なこ

とかもわかりませんけども、これか

らの水産業、漁業を持続、発展させ

ていくためには、１つやはりクロフ

ィルエーという海の生態系を支えて

いるものを調べている体制をつくっ

ていく必要があると思います。 

もちろん、大学や研究所でもやり

ますけども、それをできれば漁業者

の方々ができないだろうかというふ

うなことが私の１つ提言です。 

もちろん、漁業者の方は本業は漁

業なのですが、漁業もやりながらモ

ニタリングをし、さらに、モニタリ

ングしてきた結果が何を示している

のか、解析をします。その徔た結果

を色々な方々と情報交換をします。 

こういう大変なことだと思います

がこういうことを、これから尐しず

つやり始める必要があると思います。 

そのためには、この下に書いてい

ますが、非常に多様な能力を有した

漁業者の方をこれから育成していく

必要があるのではないか、人材育成

ですね。これが僕は１番大事だと思

います。 

そのためには、先ほども示しまし

た東京農大の我々がいますアクアバ

イオ学科というのは、多様なスタッ

フがいますので、かなりお手伝いで

きると思います。さらに学部全体と

しても、お手伝いできると考えてお

ります。 
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要は、私が今１番大事だなと思っ

てるのは、やはりとにかく人材を、

色々な能力をもった漁業者を育成す

るということが、大事なのではない

かなということが、私の１番言いた

かったことです。以上です。 

 

（黒瀧先生） 

 塩元先生、ありがとうございまし

た。漁業環境の変化に敏感であるこ

とが、漁業の持続性に繋がるという、

そういったお話をしていただいたと

思います。 

 その上で、人材育成をする農大の

アクアバイオ学科のＰＲも全部入り

込んでいただきましてありがとうご

ざいます。時間はちょっとオーバー

気味でしたが、ＰＲ効果に免じてよ

ろしくお願いします。 

 それでは、続きまして永島先生よ

ろしくお願いします。 

 

（永島先生） 

 私は食品製造学の専門でおりまし

て、オホーツクで色々な製品開発を

関わっておりますが、今日の話でみ

なさんの何らかのヒントになればと

思います。黒瀧先生に怒られないよ

うに、時間の中で簡単に説明したい

と思いますけど、オホーツクの私の

いる地域では、私のする立場から食

品加工による地域活性ということを

いつも私は大きなテーマとして考え

ております。 

 その中でオホーツク地域は、非常

に一次産品が豊富なところです。 

 それだけで満足している部分が沢

山あるのですが、その中で生活して

いると期間財品ですとか、異流資源

が沢山出てまいります。 

 それを何とか有効利用したいとい

うのが私の考えで色んなものを提案

してまいりました。 

 しかし、うまくいかない部分は何

かというとやはり裕福なのですね。

ですから、困ってないからそんな余

慶なことまでやりたくないというこ

とで、なかなか進まないのが実は現

状です。 

 そういう中で、私ちょっと３つの

ケース、色々な食品開発をする上で

色々なケースがあります。 

 その中で私どもが関わってきた３

つのケースを紹介して、皆様方の参

考にしていただければと思うのです

が、１つは地元のいい食材を使って

いいものをつくるということです。 

 これは、黒瀧先生が中心に開発し

たマス寿司というのがあります。こ

れは富山県がもちろん有名なのです

が、よく考えてみると全てオホーツ

ク産でできるということです。米も

とれますし、マスはもちろんいいマ

スがとれます。それから何といって

も１番大きな売りは、容器もオホー

ツク産でできるという、箸もそうか

もしれませんし、そういう意味でオ

ールオホーツク産でいいものを使っ

て、いいものができるはずだという

ことでヒット商品が生まれました。 

 それからもう１つのケースとして

は、地域の資源の有効利用です。こ

れは私がいつも今言いましたように

考えていることなのですが、サケマ

スが非常に沢山とれます。それは、

網走ではせいぜい３枚におろして加

工する程度で終わってしまっている

のですが、そこで出てくる内臓です

とか、あるいはホッチャリと呼ばれ

る排気、あるいは資料にするような
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身です。これらを利用して付加価値

をつけてできたものが、魚醤油です。 

これも長い商品になっております。 

 それから、もう１つのケースとし

ては、全く新しい発想と技術が合体

した例を申し上げますけど、これは

ご存知の方がいらっしゃるかもしれ

ませんけど、色をつけた発泡酒です。

劉邦ドラフトというビールが発売さ

れました。  

 これは、その担当者が劉邦をイメ

ージしたビールを作りたいという発

想からです。 

 色をつけていいから、そうゆうも

のをつくりたい、それがどうゆうふ

うにしたかというと、色をつけると

いうことは、元のビールはよりと透

明なものにしていく必要があります。 

 黄色いビールに色をつけても、な

かなかキレイにならない。そこの比

率開発を私のところでやったという

ことで、発想は網走ビール。技術は

私ということで、そのようなことで

もヒット商品が生まれるということ

で、色々なケースがありますけど、

そういう３つのケースがあるという

ことを紹介させていただきます。 

 食品の開発というのは、これは

色々な条件があります。何といって

も、こんなものがあるからできない

かというだけでもいいのですが、将

来に結びつくかどうかということが

非常に大事です。 

 そういう意味で、原料の質だとか

量が安定的に供給できるかという問

題があります。 

 それから、いくらいいものができ

たとしても、実際に製造しなくては

なりません。製造業者との連携とい

うものをしっかりとっていかないと

商品という形にはなっていかないと

いうことがあります。 

 もう１つは、流通境内です。常温

で動かすのか、あるいは冷蔵か冷凍

かという流通のことも含めた開発も

必要である。 

 もう１つは、反論架空加工です。

そのような色々なことが総合的に商

品開発という点では、考えていかな

きゃいけない部分になります。 

 もう１つ大事なのは、物語性です。

私が言いたいのは、色々な総合的な

検討をしなきゃいけないわけですけ

ど、その中でも例えば今お話にあり

ましたけど、歴史だとか文化だとか

観光だとか、そういうものと結びつ

けた商品の物語性というのは、絶対

に必要です。そのようなものを釘付

けでも何でもいいですから、そのよ

うな形で何とか開発していくという

全体的な考え方でやっていかないと、

なかなかものができても商売になら

ないということになっていくと思い

ます。 

 先ほど申し上げました３つの商品

が全てそれを私はクリアしていると

私は考えております。色々なものが

開発できる可能性があります。 

 私実は、福島町のこと全く知らな

いで来ました。私の知識は今いただ

いたこの資料だけなのですが、この

中で起こられるかもしれませんけど

も、１つ私が思いついたことです。 

 農産物で雑穀類がありますね。雑

穀類は、非常に量が尐ないでしょう

けども、例えば今生産していないよ

うな畑を使って、雑穀というのは

色々なところでできますので、雑穀

をもっと増やして、今どんな雑穀が

あるかわかりませんけども、色々な
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雑穀をつくって、それを利用する手

はないかなとちょっと今おもってい

たのですが、こういうトンネルを作

ったということは、水がいい水がと

れるはずです。 

 尐し塩分があるということでした

けど、逆に塩分も利用できるかもし

れません。飲料ができないかなと思

っています。 

 東京はとにかく今めちゃくちゃ暑

くて、死者が出るくらい東京に限ら

ず本州の方ですけど、そういう中で

水だけではもうダメなのです。食塩

も取らないといけない。そういう状

態のところですから、あるいはスポ

ーツ飲料的なものができるかもしれ

ません。 

 お茶というのは、こういう雑穀類

というのは色々なポリフェノールな

ども含まれていまして、そういうも

のを合体した時に、こういう単なる

水じゃなくて、もっと付加価値のつ

いた飲料ができるはずです。 

 そんなものを、ちょっと私ついさ

っきですけど、思いつきました。も

し、そういうことで商品化できるよ

うな可能性があれば一緒に考えてい

きたいと思います。 

 おおまかな話しか、お話できませ

んけど、私のお話はそんなところで

終わりにしたいと思います。 

 

（黒瀧先生） 

 永島先生、ありがとうございまし

た。本学部の加工センター長で加工

一手に担っておられる永島先生のお

話で非常に実学的なお話が中心で学

部の肝心な部分の戦略を含めた商品

開発の話をしていただいたわけです

けど、いずれにせよオホーツク地域

も潜在的地域資源も沢山あるのです

が、そこに付加価値をつけるという

のは、まだ十分行われてないわけで

してそういった点では、福島町のこ

の潜在的地域資源の再評価と規格外

品等を使うとかそういった点も大事

だし、それからあと永島先生が提示

していただいた雑穀です。雑穀では

ここ黒豆を使っておりますよね。雑

穀ではないですが、そこからビール

というご提案もあったように前回伺

っておりますので、またこの点は議

論を深めさせていただこうと思って

おります。 

 それでは、最後のパネラーになり

ますが、高成田さんよろしくお願い

いたします。 

 

（高成田さん） 

 高成田です。今日は、大学と町と

の連携ということで、歴史的な日に

お招きいただきましてありがとうご

ざいます。 

 大学と町との連携というのは、そ

のことだけで色々な可能性があると

思います。 

 特に、バイオテクノロジーという

のはまさにこれからの最先端のとこ

ろだと思います。 

 情報関係のＩＴがおそらく人類の

中における数百年に１回という単位

で産業革命がおきていると思うので

すが、今まさに進行しつつあるバイ

オ革命というのは、おそらく人類史

の中で最大の大きな変化がおきてい

るわけで、まさに無限の可能性があ

るというふうに思います。 

 どこの地域も、ＩＴブームにのっ

て色々なＩＴのものを地域に結びつ

けていこうというわけですけど、な
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かなかそういう技術をとるのは難し

いところもあるということです。 

 だけど、バイオテクノロジーの場

合は、地域の何よりの強みは素材を

提供できるということが最大の強み

だと思います。 

 先ほどの、商品コーナー見ていま

したけど、色々な海産物があります。

中でも、海草、昆布、ワカメ、のり

と色々な海草がありましたけど、私

は海草というのは、多分これからバ

イオの中でも大きな可能性を持って

いると思います。 

 バイオの中でも、マリンバイオと

いうまた１つの分野で今出てきてい

ると思いますけど、そういう中で比

較的地域として、手かけやすいとい

うのも含めて海草の可能性はあると

思いますし、何よりも材料を提供す

ることができるということです。 

 だんだん歳をとってくると、自分

の体と何か、食べ物とかを意識する

ようになるのですが、やっぱり人間

は海から生まれたんだなということ

を色々魚をおいしくなると思います。 

 やはり、人間の体の中の成分はや

っぱり海の中からきたと言われたら、

そんな感じがすると思います。 

 そういう意味では、海のもの、海

草というのは、ミネラルも含めてと

っても体に入りやすい、あるいは体

の健康と結びつくものではないかと

いうふうに思います。 

 そして、食べることが出来る、そ

れからそこから色々なものを抽出す

ることによって、医学分野とか化粧

分野とか、色々な可能性を秘めてい

ますしそのもっと手前で、食べちゃ

う、それからサプリメントとして利

用できるとかそういうことで、短期

間に成果が出るという話がさっきあ

ったと思いますけど、そういう意味

での可能性があると思います。 

 こういう新しい枠組み、大学と産

業あるいは行政との連携ということ

で、いろいろな枠組みがでてくる、

色々な可能性が秘めていると思いま

す。 

 そこで、私はその枠組みと同時に

協同、連携していく気持ちが大事だ

ということを申し上げたいと思いま

す。 

 先々週に東京で柳田くにおのどう

の物語の１００周年ということで、

シンポジュームがありまして、その

司会をやってきましたので、半年間

くらいずっと、どうの物語と付き合

ってきたわけですけど、色々な議論

がありましたけど、ともわつ物語で

１つ今いわれていることをご紹介し

たいと思います。 

 柳田國男が今から１００年前に、

とうの物語を書いた時に、柳田國男

は元々農政はく者でしたけれども、

その農政学がうまくいかないので、

改革がうまくいかないので、その民

族学にはしったと、それがとうの物

語だというふうに、解釈されてきた

わけですけど、今はむしろそうでは

ないということで、それは両輪だっ

たということになっているようでご

ざいます。 

 両輪というのは、ずっと言い続け

たことは、農業の中でも産業協同組

合をつくっていくこと、今で言う農

業協同組合をつくっていくというこ

とで、そういう新しい枠組みつくっ

て、そのなかでより自立的な農民た

ちをつくっていくということを、一

生懸命提言したわけですけど、だけ
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どもう１つ大事なのは、心を１つに

していくことだということで、まさ

に産業組合、農業組合を提言した同

じ時期に、とうの物語を書いたとい

うことであります。 

 とうの物語というのは、我々の認

識では昔々こういうことがあったよ

という昔話のような感じがするので

すが、柳田國男自身はこの物語を現

在形で書いております。 

 そしてこれは今まさに、起きてい

ることだといって書いております。 

 それは、河童やそういうものが今

まさに目の前にいるということを強

調したわけではなくて、みんながそ

ういうものを、今まさに心の中で共

有しているということを、強調した

かったというふうに考えられており

ます。つまり、柳田が河童を信じた

ということではなくて、東野にいる

人達がみんなであそこには河童がい

るという事を信じているんだという

ことが、心を１つにしていく、同じ

物語をもっていくという、先ほど永

島先生の中にもありましたけど、や

っぱり物語をもっていくというとこ

に来示がある。 

そうすると、大きな枠組みとして

の東野物語の時代でいえば、産業組

合をつくっていくこと、そしてもう

１つは、１つの同じ地域としての共

同幻想としての東野物語を描いてい

くというそういう２つのことが、両

輪が大事だということです。 

そういう意味では、１つの枠組み

ができて色々なことが発展していく

ためにはやはり１つの物語を、ある

いは１つの誠心を共にしていくこと

が大事だというふうに思っています。 

 先ほどから、色々語られています、

文化と伝統というのが、あるわけで

そういう意味では、その物語をつく

っていく意味は十分にあるというこ

となので、そこは大丈夫だと思いま

す。 

 これから、地域ブランドというよ

うな形でつくっていかなければいけ

ないというふうに思うわけですけど、

私は北海道にあまり縁がないという

意味でちょっと、とんちんかんだと

言われるかもしれませんが、この福

島ブランドで成功しているものは、

それはそれで十分だと思いますが、

私はもっと広い地域の何か、津軽暖

流ブランドと言ってしまうと、どう

も青森県側に名前をとられるような

気がするので、津軽をはずして、Ｔ

ＨＥ海峡とかですね、尐し広範囲の

青森側も含めてこの道南の多くの地

域と連携して、もっと大きなブラン

ドでやるのも１つのやり方かなとい

うふうに思います。 

 個別の地域で、いいブランドを作

っていくというのも大事ですけど、

一般の人が、そうだなというような

ところ、例えばオホーツクというお

そらく町はないと思いますが、そう

いうオホーツクブランドというには、

これから発展していくということを

考えますと、そういう幅広いブラン

ドというのは、協同してそれこそ青

森側と含めて協同していくというの

も、１つのやり方かなと思います。 

 今日私は仙台の方から、まわって

きて八戸から特急にのってきたわけ

ですけど、ずっと景色を見て青函ト

ンネルに入っていくというのは、変

な意味ですけど地続きという感じが

して、やはり１つの共有する景色と

いうのを持っているという感じがし



 - 33 - 

たので、余計そういう方粋ブランド

みたいなものも１つのアイディアと

してもっていったらいいのではない

かなと思いました。 

 個別の色々な製品とか色々なこと

が考えられると思うのですが、枠組

みとそして同じ心、同じ物語を共有

していくと事が大事だと思いました。 

 

（黒瀧先生） 

 どうもありがとうございました。

地域全体での連帯性とか心を１つに

していくこと、それは柳田國男の東

野物語から徔られるような内容がこ

こでも定期しているのではないか、

そして私どもも網走市にキャンパス

があるのですが、網走市のキャンパ

スではなくて、オホーツクキャンパ

スというを、東京農大は選んできま

した。 

 オホーツクというのは、網走市町

全体、つまり網走ブランドとか北見

ブランドとかそういうものではなく

て、もう尐し広いエリアでのブラン

ド設定をしようという考え方に基づ

いて、私どもも設定してきたわけで

すけど、高成田さんのお話では、そ

ういったことも含めてこの海峡全体

をブランド化する、そのことによっ

て福島町の活性化の可能性が出てく

るのではないかという話も含めてし

ていただいたのではないかと思いま

す。 

 それからまた、海草資源を使った

売却の技術開発についても、関連し

て可能性をＩＴ以上にあるのではな

いかというお話もしていただきまし

た。 

 それでは、５人の方のパネリスト

のご報告を終了したわけですけど、

若干５時過ぎには終わりたいという

ことからすれば、２５分くらいの時

間しかないわけけれども、色々な点

についてお話いただきました。 

 地元の千軒岳を中心とする活性化

やこの地域の観光資源の有効利用の

点ではホスピタリティーの問題、そ

の他もお話いただきましたし、また

海洋全体の環境問題、それから食品

加工を考える上での付加価値戦略を

どうするか、そして最後に地域ブラ

ンドを考えるといったお話をしてい

ただいたわけですけど、まずフロア

ーの方から、ご質問とかご意見、ど

なたでも結構ですので、ご発言あり

ましたら挙手をお願いします。 

 地域資源の付加価値化というのは、

どこでも挑戦しておりますが、なか

なかそれは、そう簡単ではないとい

うことも実感されているとおもいま

すけど。 

 

（お客さん） 

 今日はどうもありがとうございま

す。 

 まず先に、質問に入る前に私実は、

寿都町の方に行ってきまして、マリ

ンツーリズムという勉強をさせてい

ただきました。 

 そこも、産官学の取り組みをして

おりまして、学に関しては東海大学

が中心となって取り組んでおります。 

 そういう中で、やはりマリンビジ

ョンをまちづくりの１つの柱にして

おりまして、その中の一環にマリン

ツーリズムが入っております。 

 マリンツーリズムの中で、取り組

んでいるのは、子供たちに漁業を知

ってもらいたい、海を知ってもらい

たいということで、マリンツーリズ
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ムに対する海の方の取り組みをして

おります。 

 それが実は、私が思っていた以上

に非常に盛況でありました。まず、

ビックリしたことは、東海大学の紹

介もあって立命館慶祥という、この

間、全道大会に高校がでていました

けど野球の方で、その中学生の方々

が２泊３日のホームステイをふまえ

てやっていました。 

 そういう中で、なかなか地元では

漁業者の方々も受け入れができない

というようになるぐらい盛んだそう

でございます。 

 我々マリンツーリズムというもの

を、これから視野に、もちろん入っ

ていると思うのですが、これから

我々のまちづくりの１つなのだろう

なというふうなものを、感じ取って

きた次第でございます。 

 色々なお話があるのですが、北海

道旅客鉄道株式会社の小池さん、会

長さんがおりますので私のこともそ

うなのですが、実は２０年前に村田

町長が座長をして、福島町の観光ビ

ジョンというのを、作ったことがご

ざいます。 

その時に我々福島にいる人間は、

福島町の観光を語るには、青函トン

ネルしかないと、この工事を歴史と

して語るべきだということで観光ビ

ジョンを作り上げた経緯がございま

す。 

その中で、ＪＲの方も来てその中

の取り組みに入りました。ですけど

も、我々の思いとＪＲ側の思いの接

点がなかなかないということもあり

まして今に至っているというか、中

途半端な形で終わったのです。 

でも、結果として今トンネル記念

館がこういう形で、当時改築の話が

あったものですから、終わった中で

動いてきているのです。 

さっきの話と結び付けます。福島

町は今、横綱ビーチができます。こ

ういう中で、マリンツーリズムとい

うようなものを１つの視野に入れた

場合、青函トンネルの基地ましては

工事基地です。 

それと、マリンツーリズムの海が

開けております。非常に魅力ある土

地なのです。ですから、もう１度２

０年前のことを思い出すわけではご

ざいませんが、これからスポットを

当てて我々も取り組むべきでないか

と、まして新幹線が通ります。そう

なると、先ほど言いましたように木

古内駅が最初の駅になります。 

そういうことも、子供たちの教育

というふうなものを視野にしていた

だくなら、これからの私たちは観光

ということに対して、決してここに

泊まってくださいというふうなもの

だけではなくて、ここに来てくださ

いと、これが寿都の狙いだったので

すが、こういうことも１つお願いで

きないかなと思います。 

これは、我々行政だけではダメで、

是非それを運営する方々も、もう１

度つくることについてやっていける

方法はないのかなと思っております。 

ですから、その点に関してお話を

伺えるのであれば、私の今の質問で

通じているかわかりませんけども、

お願いしたいなと思っております。 

 

（黒瀧先生） 

 はい、ありがとうございます。そ

れでは、小池会長、答えられる範囲

で手短によろしくお願いします。 
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（小池会長） 

 はい。実はマリンツーリズムとい

うことは、あまり聞いたことがなか

ったのですが、今寿都の話を聞いて

なるほどなと思いました。 

 今１番言われているのは、グリン

ツリズムです。農業を中心としたそ

ういう農業と観光と旅行、そういっ

たものを一体化していこうという動

きが観光の基本、北海道の場合はあ

るのですが、確かに海岸線が非常に

多いわけですから、マリンツリズム

というのは、当然ありえるかなとい

う感じがしています。 

 北海道はどこに行っても、海岸線

ですから、そういったものを手がけ

ていくのは、それをやろうと思った

ところがやはり中心になっていきま

す。 

 どこでも、できるところにあるけ

れども、それを最初にどう取り組む

かということではないかというふう

に、おっしゃっているように、この

福島町というのは、通常の単なる海

岸船をもった漁港とかではなくて、

青函トンネルというものが、世界で

最初に出来た海底トンネル、その工

事基地になったという要素をもって

いるわけですから、これらをうまく

組み合わせていくということが１つ

考えられています。 

 青函トンネルができた時に、私ど

もは海底駅というのを作ったわけで

すけど、そこで列車から降りていた

だいて、そして青函トンネルを見て

いただくという新しい発想を取り組

みました。 

 実は現在、トンネル内を工事して

いるものですから、それが今とまっ

ているわけですけど、そういったも

のがまた復活ということになれば、

うまく活用できるのかなという感じ

がいたしております。 

 これは、これからの誯題だろうと

いう気がしております。 

 私どもも、できるだけ地域の活性

化に会社に役に立つようなことは、

協力していくという姿勢でおります

し、特に日本の将来を考えた場合に、

子供たちをどう育てていくかという

のは、非常に重要なテーマでして、

私ども昭和５４年から、北海道自然

の村というのをやっておりまして、

実はこれは、私が会長なのですが東

京から北斗星に乗って、北海道に来

てもらって、農村なり漁村の生活を

してもらうということで、今日高線

の様似とそれから、もう１箇所は豊

臣温泉、宗谷本線の豊臣地区で２つ

学校を開いております。これは、８

月に入りますと、約１週間開講され

ます。それぞれ３０名づつくらい、

きていると、こういったものをもっ

と広げたいと思っておりますけど、

なかなか大変で一緒にやっていきま

しょうというところが、むずかしく

なっているという状況ですが、これ

は長期的に見た場合に、そういった

ものを広げていくことは大事だろう

と思いますし、今年から私どもは大

沼で子供キャンプというものをやろ

うとしています。 

 そういうことで、地域との関わり

をもって、漁村とか農村の経験のな

い子供たちを、そういう経験をさせ

るということで、これには積極的に

取り組んでいる状況です。 

 

（黒瀧先生） 
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 よろしいでしょうか？ 

 

（お客さん） 

 最後に付け加えていいですか？ 

 

（黒瀧先生） 

 一言だけ。 

 

（お客さん） 

 はい。海底駅、復活させてくれる

というお話を伺って、それを言いた

かったのです。 

 

（小池会長） 

 まだ決めたわけでも何でもないの

ですが。 

 

（お客さん） 

 狙いとしては、将来中国と台湾を

結ぶ海底駅とか絶対海外でてきます

から。ですから、ＪＲさんもそこら

辺は、だいたいやっていくべきだと

思います。 

 

（小池会長） 

 新幹線のスピードは早いので、海

底駅で止めれるかわからないですが、

これからの誯題だろうという気はし

ます。 

 

（黒瀧先生） 

 ありがとうございました。やはり

地域資源をどう再発見するかと歴史

的基盤と同時に海底トンネルも含め

て、地域資源、観光ツーリズムを資

源再投下につなげていくというのが

１番大事ではないかというふうに思

います。 

 また、先ほど冒頭にお話いただい

た千軒岳の中塚さんのお話出ていま

したけど、海あり、山あり、平地も

あるわけです。そうすれば、やはり

森林ツーリズム、マリンツーリズム、

それから農村の雑穀やその他を生か

した、グリンツーリズム、これらを

合体させたツーリズムの開発という

処方ができるだろうということを、

私もここ３回目になりますけど、感

じております。 

 ですから、この処方を開発するの

と、潜在的活用できる地域資源をど

う認識していくか、とらえなおして

いくかという点が、私はこの地域に

とって１番大事だと思っております。 

 その場合は、他社の視点がよそ者

の視点というのが、非常に大事にな

るのではないかと思います。 

 そういった点では、小池会長も私

どももよそ者でございますし、また

先ほど遠くからみた、連続船という

ことで、高成田さんもお話された視

点も強調するのではないかと思って

おります。 

 それでは、もう１人か２人、会場

からお話を伺いたいと思いますが、

ご質問、ご意見どうぞ。 

 

（お客さん） 

 海の環境ということで、先ほど永

島先生の方からお話ありましたけど、

海の磯やけが、大変深刻化されてお

りまして、そういう中で私も今、加

藤議員と寿都の方に参りましたが、

その時も向こうのほうも、福島より

磯やけが進んでいるということで、

大変深刻な問題として取り上げてお

りました。 

 そういう中で、東京に飛びまして

も、磯やけ対策ということで色々や

っているわけですが、なかなか成果
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が上がらないということが実態でご

ざいます。 

 そういう中で、東京農大でも色々

とそういう点についても、おそらく

研究がなされていると思いますが、

その点について教えてください。 

 

（永島先生） 

 今のところ、あまり私どものオホ

ーツクというのは、さほど磯やけの

問題が進んでいないものですから、

具体的にうちの教員がやっているわ

けじゃないのですが、ただ道南とい

うのですか、かなり、こちら側から

日本海側っていうのは広いと聞いて

おります。 

 おそらく、それが地域だけの問題

なのか、海全体の問題なのかという

のがありますので、それの所は見極

めていかなきゃいけないと思うので

すが、我々尐しはこれから、環境と

いうものを考えていくことをやって

いきたいと思いますので、元を正せ

ば黒潮でございますので、我々、向

こうに行っても、こちらと同じよう

な水を扱っている気分でやっている

ように考えていますので、ちょっと

今具体的にはどういうことをしてい

いかというのは、専門家ではないの

ですけども、色々磯やけをやってい

る先生方とも交流を持ちながら、是

非考えていきたいなというふうにも

思っております。 

 是非そういう身近なご要望とかあ

りましたら、これから尐しずつ答え

ていきたと思いますので、出してい

ただきたいと思います。 

 ちょっと答えになっていないかも

しれませんが。 

 

（黒瀧先生） 

よろしいですか？ 

 

（お客さん） 

 度素人で恐縮ですけど、三陸海岸

の方もあちこちで広いですが、今さ

ん軸の方では、赤僕という海草を使

って、それを比較的強いということ

でそれを蒔くという形で養殖のよう

な形です。 

 その事によって、磯やけを防ぐと

いうことを取り組んでいるという事

で、それぞれの地域地域のやり方だ

と思いますが、海草から手をつけて

いくという事も１つのやり方だと思

います。 

 私は素人ですけども、ちょっと余

計な事を言いました。 

 

（黒瀧先生） 

 ありがとうございます。磯やけは、

私の田舎の日本海でも問題になって

おりまして、そういった点では高成

田さんの情報含めて、科学的にこち

らには適するかということを、農大

のアクアバイオ学科臨海研究センタ

ーも含めて研究させていただければ

と思っておりますので、よろしいで

しょうか？ 

 もう一方どうぞ。 

 

（お客さん） 

 今、海の方の歴史ですけど、山も

相当あります。確か、東京農大に宮

林さんという再生支援センターの所

長をやっていらっしゃる方ですけど、

是非福島町の林業の方のあるいはバ

イオマスの関係で力添えをいただけ

ればと思います。 
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（黒瀧先生） 

 わかりました。この件に関しては、

コーディネーターですけれども、私

林業経済も専門しておりますので若

干だけお答えしたいと思います。 

 宮林教授というのは、私の兄貴分

でして、学生時代からずっと多摩川

上旪の減流域の調査や屋久島の調査

とかあちこちずっとまわっていまし

た。 

 現在、網走管内の網走東西流域の

活性化協議会の代表幹事を私勤めて

おりまして、カラマツそれからトド

マツの議活用のプログラムを開発し、

いかにして住宅用材にまで繋げてい

くかという森林クラスを指導してい

るところなので、是非私まだこっち

に来て、山に入っていませんがツー

リズム系の誯題と産業活性化の誯題、

それから森林環境教育のようなもの

も含めた提言を今後、町の振興計画

の中にも盛り込めればいいかなと思

っておりますので、やはり振興計画

というのは、自分達住民と産官学で

検討した誯題を盛り込むような時代

になってきているわけです。 

 お聞きするところによると、まだ

福島町では、そういう作業はやって

いないということですので、是非と

も次の計画の見直しや計画の立案に

はそういった点を込めながら、より

活動性、具体性それからアクション

プログラムとして利用できるような

計画にしていただくような形で進め

させていただければいいのではない

かなと思っておりますので、若干そ

ういう形でも進めさせていただきた

いと思います。よろしいでしょう

か？ 

どうしてもここだけはお聞きしたい

という方、最後お一人くらい受け付

けたいと思いますけども、いかがで

しょうか？ 

 いらっしゃいますか？いらっしゃ

いませんので、最後にパネラーの方

から１分以内で一言ずつ感想含めて、

期待すること含めてお話をしていた

だきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

 それではまず、中塚さん。 

 

（中塚さん） 

 私が考えてきたことを言うと、そ

れで終わりというような気持ちにな

ってしまいまして、みなさんのそれ

ぞれのご発言は、大変勉強になりま

した。 

 ただ、それを具体的に私たち住ん

でいる者が、この地面の上で動かし

て、また人を呼び込んでお金に換え

ていくかということです。 

 これからやっぱり、もっとこうい

う方々の知恵をよりお借りしながら

極めさせていただきたいと感じまし

た。ありがとうございました。 

 

（黒瀧先生） 

 ありがとうございました。それで

は、小池会長お願いします。 

 

（小池会長） 

 今日はエミューの話ございました

けど、やはり人間というのは食べて

生きていくという動物ですから、食

というのはものそごく大事だという

ふうに思っております。 

 このいい食の中で生活するといい

ということだと思います。 

 この大変いい昆布ができるという

話ですけど以前は、沖縄の人達は昆
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布は最大の消費県であって、この昆

布食べていた沖縄の人が１番平均寿

命が長かったはずですが、今沖縄は

どんどん平均寿命が落ちています。 

 昆布を食べなくなったから。北海

道が１番になったということです。 

 それは、製用牛の肉を中心とした

食生活に変わったために、平均寿命

が落ちてきたというふうに言われて

おります。 

 そういう意味では、この津軽海峡

沿いでは海産物がものすごく豊富で

すから、やっぱり海産物を食べてい

くということは日本人に１番あって

るわけですから、これをしっかり食

べていって、この津軽海峡の中で福

島町が１番平均寿命が長いというよ

うな町を作り上げると、観光客もた

くさんくるというふうに私は思いま

すので、是非それを実践していただ

ければと思います。以上です。 

 

（黒瀧先生） 

 ありがとうございました。それで

は、塩元先生よろしくお願いいたし

ます。 

 

（塩元先生） 

 これから、どんどん周りの海の環

境、陸の環境が変わってくると思い

ます。 

 それをやっぱりすぐにわかるのは

おそらく農業だとか林業だとか水産

業だとか、じかにたずさわっている

人達だと思います。是非みなさんで

何かおかしいよということがあった

ら、こういう集まりでみんなで情報

交換をしていく、みんなで考えてい

く、そういう立場で地球環境を守っ

ていけば、また沢山素晴らしい、い

い海、いい森ができると私は思って

おります。 

 是非みんなで常に自然を見ながら、

興味を持って、自分で体感したこと

を周りの人に話しあうような町づく

りをしていきたいと思っております

ので、よろしくお願いします。 

 

（黒瀧先生） 

 ありがとうございました。永島先

生よろしくお願いします。 

 

（永島先生） 

 今日は、私もゆっくり話す時間が

なかったのですが、こういう私のよ

うな分野というのは、とにかく身近

なものです。食べ物ですから、誮で

もわかることだし、本当に身近なも

のです。 

 これを、とくに頭の中で考えるだ

けじゃなくてやっぱり雑談です。結

局は。 

 ですから、今日はみなさんと初め

て知り合いになれたわけですから、

これをきっかけに色々な場面で色々

な雑談をしながら、アイディアとい

うものが生まれてくると思うので、

そういう機会を是非もっていきたい

というふうに思っております。よろ

しくお願いします。 

 

（黒瀧先生） 

 どうもありがとうございます。最

後に高成田さんお願いします。 

 

（高成田さん） 

 私、島牧にきて３年になるのです

が、サンマ船だとかマグロだとか

色々な船に乗りました。 

 漁船に乗ると、怖いですけど何か
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違う海洋民族の血が騒いでくるとい

うか、先ほどからマリンツーリズム

は子供たちに海洋民族の血をよみが

えらせるということが大事だと思い

ます。 

 本当にその海からきたかどうかは、

別にしてやはり流れている海洋民族

性と言うといいと思いますが、海洋

民族の血を呼び覚ますということで、

やっていただきたいと思います。 

 今晩コンサートがあるそうですが、

おそらくいわゆる民謡の手繰りです。

山ほどあると思いますし、やっぱり

モダンな形で我々の中に流れている

地域の海洋民族性を是非若い世代に、

呼び戻すということを伝えていって

いただきたいと思います。ありがと

うございました。 

 

（黒瀧先生） 

 ありがとうございました。それで

は、予定の時間を若干オーバーして

おりますが、本日のまちづくりフォ

ーラムはやはり、この地域の色々な

予算、予算というものは他者の目も

含めた予算を再確認し、地域資源の

再発見をしながら、活性化に繋げて

いくと、その場合には本学だけでは

なくて、産官学を連携を町民のみな

さんとしながら一歩一歩やはり地域

を変える、活力を徔るための地方を

築いていく必要があるのではないか

と、みなさんのお話を聞きながら感

じたしだいでございます。 

 そういった点で、かつて２０年以

上前までは、外部の力いわゆる外発

的発展といいますけど、どんなリゾ

ートに来てもらうのか、そういった

時代の流れの中で北海道経済も信じ

てきていましたが、こういう時代に

なりますと、自分たちの知恵、自分

たちの力、それと新しい知識や新し

いネットワークの構築によって地域

をかえていくという、現代の内発的

発展ですすめていくことが、この地

域の本当の意味の活性につながるの

ではないかと改めて感じさせていた

だいたということで、私の司会をし

めさせていただきたいと思います。

どうも、今日はご清聴ありがとうご

ざいました。 

 

（司会者） 

 急のお願いにもかかわらず、進行

してくださった黒瀧先生をはじめ、

大変内容のこいご提言をくださった

パネラーのみなさま、本当にありが

とうございました。もう１度拍手を

お願いいたします。 

 以上をもちまして、東京農業大学

生物産業学部と北海道福島町との包

括連携協定締結記念まちづくりフォ

ーラムを終了いたします。 

 本日は長時間にわたりまして、ご

参加をいただき本当にありがとうご

ざいました。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             


